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　 「Farmacia All’insegna del Moro」photo by 前濱 朋子（広報委員会・副会長）

　イタリアのフィレンツェにある1521年創業の薬局。黒人の顔が話題を呼び、南の国の新しい薬が得られるのでは

ないかと、当時流行った。薬学のシンボルでギリシャ神話の健康の女神ヒュギエイアの盃に二匹の蛇が囲んでいる

のがイタリアの薬局のマークの1つ。本誌表紙は今号より「世界の薬局」シリーズとなります。ご期待下さい。
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躍動する北部地区　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北部地区薬剤師会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　浅沼 健一

巻 頭 言

　今回、私のような若輩者が、おきなわ薬剤

師会報の巻頭言という大役を仰せつかり大変

恐縮しております。北部地区薬剤師会も沖縄

県薬剤師会同様に役員改選が行われ、執行部

も新しくなりました。会長に就任して3 ヶ月

が経ち、徐々に対外的な業務も行っています。

先日は北部福祉保健所で開催された地域医療

構想計画会議に構成員として出席してきまし

た。元々人前での挨拶や文章を書く事が苦手

な私にとって、今回のような依頼が目下悩み

の種です。読み苦しい文章になるかと思いま

すが、最後までお付き合いいただけたら幸い

です。

　北部地区は昨年度、会員支援事業として、

古紙回収事業、廃棄医薬品回収事業、不動在

庫ネットワーク事業を行いました。

　先ず古紙回収事業とは、現在、薬局には処

方箋をはじめとする個人情報が含まれている

紙が多数存在しており、その個人情報等含ま

れている紙の廃棄が難しくなっています。こ

れらの文書が個人情報漏洩の原因とならない

よう会員薬局での事故防止と廃棄業務の負担

軽減を目的とし行いました。今回、回収対象

としたのは、保管期間（5年間）の経過した

処方箋としました。シュレッターして燃やし

てしまえば、ただのゴミになってしまいます

が、リサイクルすることで資源の有効活用に

繋げることができました。

　次に廃棄医薬品回収事業は、薬局から適切

に破棄されなかった医薬品が原因となる事故

を未然に防ぐため、事前に医薬品の管理に関

する研修会を開催し、その研修会を受講した

薬局のみを対象として行いました。

　最後に不動在庫ネットワーク事業は地区独

自でネットワークを築き不動在庫の処理を行

いました。どの事業も半数近くの会員薬局が

参加され、不動在庫ネットワーク事業は、3

分の1の医薬品が流動し、一定の成果を得た

と考えます。今年度も引き続き行っていき、

より一層の参加薬局の拡充を図っていく予定

です。

　その他の事業活動といたしまして、昨年度

ホームページのリニューアルを行いました。

今のところは、薬物乱用防止街頭キャンペー

ンの様子を掲載したり、研修会報告など薬剤

師会の広報的な内容が多いですが、今後は、

一般の人たちにも有用な情報の掲載を増や

し、更なる内容の充実を図り広く地域の皆様

に薬剤師会、及び薬剤師の業務の広報活動を

行っていきます。

　また、北部地区は立地的に、平日に沖縄県

薬剤師会館等で開催されている研修会への参

加が困難な状況にあります。北部地区にいて

もしっかりと自己研鑽できるように、当会学

術研修委員会が中心となり研修会を企画し北

部地区薬剤師会館にて開催しています。来年

4月の診療報酬改訂に向けての研修会や、薬

局で働く職員も対象とした医療安全講習会の

開催を予定しています。

　北部地区薬剤師会も沖縄県薬剤師会同様
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に、今は一般社団法人ですが、公益社団法人

に移行できるように、公益性のある事業を積

み重ねていきたいと考えております。

　今後も北部地区薬剤師会は、沖縄県薬剤師

会と協力しながら北部地区の会員の支援を

しっかりと行っていきます。また、地元の医

師会、歯科医師会、その他介護関係団体とも

連携して在宅医療にも取り組んでいきたいと

考えています。薬局、薬剤師が何かと取り沙

汰されている今だからこそ、もう一度しっか

りと薬剤師という職能に向き合い、薬剤師法

第1条「薬剤師は、調剤、医薬品の供給その

他薬事衛生をつかさどることによって、公衆

衛生の向上及び増進に寄与し、もって国民の

健康な生活を確保するものとする。」という

薬剤師の任務のもと、日々業務を行い、地域

の皆様に安全、安心な医療の提供に寄与して

いきたいと考えています。

　平素より医療保険制度の推進にご協力いただき厚く御礼申し上げます。

　さて、このたび九州厚生局沖縄事務所は平成27年11月21日（土）をもちまして事務所を

下記に移転することになりました。

　新事務所での業務は11月24日（火）より開始の予定でございます。

記

　　　　　　　　　　九州厚生局沖縄事務所移転先所在地

　　　　　　　　　　　　〒900-0022　那覇市樋川1-15-15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　那覇第一地方合同庁舎西棟2F

　　　　　　　　　　　　電話：098-833-6006　　FAX：098-833-6250

お知らせ
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　去る8月26日に調剤報酬請求業務の講習会

が行われました。今年は改定の年ではないた

め請求業務についての講習でした。ここ数年

は講習会の日に甲子園で県勢の試合が行われ

る日が重なり、ゆっくり観戦したい方も多く

いらっしゃったと思いますが、今年も多くの

参加をいただけました。その熱意が甲子園に

も届いたのか興南高校も見事に勝利した日で

した。ただ毎年のように薬局に対しては厳し

い風を感じました。

　亀谷浩昌会長、仲真良重委員長、吉田洋史

副委員長共通して、国民から薬局への不評や

調剤報酬が厳しくなることをおっしゃってい

平成27年度 調剤報酬請求業務講習会報告

　　　　　日時：平成27年 8 月16日(日）第1部 13:00 ～ 15:00　第2部 16:00 ～ 18:00

　　　　　会場：浦添市てだこホール

会務ハイライト

医療保険委員会

照屋 林一郎

ました。中医協の議員からも病院内薬局の評

価が高く院外薬局の良い評価がでていないよ

うな発言もあったということで、今後さらに

薬剤師・調剤薬局の仕事を正しく理解しても

らうために患者さんへの思いやりのある行動

や正しい請求業務を行っていく必要があります。

　仲真先生からは、冒頭で医薬分業の不適切

な事例や自費処方箋、期限切れ処方箋の対応

についての説明がありました。しっかり守っ

ていくことがもちろん大事なことですが、患

者さんの訴えをなるべく受け止めて反感を買

わないようにしたいものです。そのためには

普段から真摯に対応して身近に触れあうよう

なことも必要かもしれません。有効期限切れ

の処方箋では薬局で査定されますが、日数制

限のあるものや新薬の本数制限も薬局より査

定されるとのことなので注意が必要です。大
司　会

宮城 幸枝
医療保険委員

あいさつ

亀谷 浩昌
　　　会長

閉会の辞

川満 直紀
　常務理事
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＜プログラム＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：医療保険委員会　宮城　幸枝

　1．沖縄県薬剤師会会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会　長　亀谷　浩昌

　2．「薬剤服用歴未記載問題」研修会について　　　　医療保険委員会副委員長　吉田　洋史

　3．「調剤報酬請求業務」について　　　　　　　　　　医療保険委員会委員長　仲真　良重

　4．閉会の辞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　常務理事　川満　直紀

事なのは制限以上の薬が出ていた時にきちん

と疑義照会をしているかということです。疑

義照会の内容をレセプトのコメントに残すこ

とも忘れないようにしなければいけません。

　次に、検査薬や注射針の対応についての内

容でした。注射針単独での処方では算定でき

ない、また検査薬単独の処方では算定の内容

が異なってくるので難しいと思います。調剤

基本料が算定できるのかをしっかり判断する

必要があります。

　内服薬の剤の考え方の説明もありました。

エンシュアの用法などは病院・クリニックに

よって様々な用法で出されると思いますが、

服用時点をはっきりする必要があります。剤

の考え方も多くの例を出していただいてと

てもわかりやすかったと思います。うっかり

ミスもあると思いますが間違った算定も多い

ので一つ一つよく考えてもらいながら確認し

て、日常の入力に生かせることができます。

事務の方々も忙しいとは思いますが、Do処方

でも再度確認してもらえればと思います。特

殊用法の算定誤りも多い事例なのでよく学ん

でいただければと感じます。

　計量混合加算と自家製剤加算、自家製剤加

算と嚥下困難者用製剤加算の違いや、一包化

加算を含めて同時に算定できる事例の説明も

ありましたが、この内容も算定の判断が難し

く誤った請求がされる所です。違いが分かっ

ていても多く請求するように出されているも

のもあるように感じるので正しく学んで正し

く請求していただきたいです。

　今年から変更になった点は年末年始の休日

加算の特例は廃止になるということです。

　講習会開催後に訂正のFAXがありましたが、

再度確認します。新薬スライド（No13）の

タプコム配合点眼液の処方制限が1本→2本

へ。薬効を有しない医薬品の取扱いスライド

（No33）で、生理食塩水には外用として「皮膚・

創傷面・粘膜の洗浄・湿布」の効能があるの

で乳糖同様に調剤基本料・調剤料・薬学管理

料が算定できる。以上の2点の訂正をお願い

致します。

　来年は調剤報酬が改定される年なので、ど

のくらい大きく変わるかわかりませんが、そ

れまで患者さんや地域の皆様にメリットのあ

るような働きをしていきましょう。

仲真 良重 委員長 吉田 洋史 副委員長

＜ 講 師 陣 ＞

医療保険委員会
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　去る8月2日、今では年間の恒例行事となった

第8回熟年の集いが沖縄都ホテルで開催された。

　初めに、物故会員への黙祷を参加者全員で

行った後、今回は広報委員の立場ではなく新

会長として参加された亀谷浩昌会長による開

会の言葉で幕が開かれた。

　熟年の集いの代表である金城保景先生のご

挨拶では、最高齢を思わせない風格が会場全

体に響き渡り、私を含め参加者全員が深く感

銘を受けたであろう。

　乾杯のカリー音頭を執って頂いた大城桂子

先生からは、熟年の集いが青年部（若手）に

対抗して発足された経緯や分業に至るまでの

苦労話を頂戴し、その結果、今があるのだと

実感した次第である。

　乾杯の後は、食事を摂りながらの「ゆんた

くタイム」。そして、薬剤師会と熟年の集い

のあゆみをスライドで鑑賞しながら、苦楽を

共にした時代を懐かしく思い談笑している光

景があちこちで見られた。30年後の自分達は

どんな感じになっているであろう･･･ ？

　また、熟年会員の山内昌彦先生が飛び入り

で、参加者に大変ユーモアな謎かけクイズを

披露し、正解者には自ら準備した栄養ドリン

ク剤を提供、会場を盛り上げてくれた。山内

先生曰く、「仕事も人生も楽しくがモットー」

その言葉通り、毎回ユーモアたっぷりな私物

を身に着けて周囲を楽しませてくれる。

第８回熟年の集い報告

　　　　　　　　　　　 日時：平成27年 8 月 2 日(日）12:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　　 会場：沖縄都ホテル 虹雲の間

会務ハイライト

　まだ熟年の集いの参加年齢には達していな

いが、前会長の神村武之先生には広報からの

出席要請に快く承諾していただき、熟年の集

いの立ち上げからの思いを語っていただいた。

誠に感謝である。

　特別余興では元落語家で、かの有名な立川

志の輔師匠を師事した経歴を持つ北山亭メン

ソーレさん（地元沖縄で公演やラジオのパー

ソナリティーとして活動）を招いて、沖縄方

言を交えながらの落語で会場を笑わせた。笑

いは我々医療従事者にも共感するところがあり、

笑いには免疫力を高めると言われている。熟年

会員の先生方にも大いに笑ってもらい、今後も

より一層がんじゅー魂を後輩に披露していた

だきたい。ただ、薬剤師会に多大な貢献をさ

れた久場トヨ先生が体調を崩されて、ここ数

年参加されていないのが残念である。また、

毎回琉歌を披露していただいている大城勲先

生も療養中で今回は欠席であった。体調を整

えていただき、来年は会場全体に行き渡る美

声かつ迫力ある歌声を是非聞きたいものだ！

　来年の熟年の集いへの参加を切に願い、一

人でも多くの参加者を募って盛り立てていけ

るようサポートしていきたい。

広報委員会

石川 恵市

閉会のことば

石川 恵市
　広報委員

司　会

池間 記世
　広報委員

開会のことば

亀谷 浩昌 会長亀谷浩昌新会長あいさつ
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＜式次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　広報委員会　池間　記世

　開会のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県薬剤師会会長　亀谷　浩昌

　熟年の集い 代表あいさつ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金城　保景

　カリー音頭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大城　桂子

懇 談　　ランチタイム　～ ゆんたくタイム ～

　○出席者紹介

　○｢薬剤師会」と「熟年の集い」あゆみ

　○熟年の集いの思い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神村　武之

　○会員余興　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謎かけクイズ　　山内　昌彦

◇◇◇ 特別余興 ◇◇◇

○落語で笑ってみんなで元気に！！　　北山亭メンソーレ

　　　　

　閉会のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員会　石川　恵市

■出席熟年会員（敬称略・五十音順）

　○安里美代子　　○石垣　満子　　○上原　正徳　　○大城　桂子　　○大城　輝子

　○嘉数　和子　　○我喜屋　宏　　○神山　朝喜　　○喜瀬　乗惟　　○金城　保景

　○具志堅博一　　○小波蔵智恵子　○崎山　信子　　○城間　盛光　　○新城　右祥

　○渡嘉敷　見　　○渡久山京子　　○永迫　洋子　　○長田　紀昭　　○野崎　真敏

　○浜元　朝孝　　○普天間公子　　○牧野　琴美　　○宮城　初枝　　○山内　昌彦

　○吉田　久子　　○義元　愛倶

薬剤師会では、昔の懐かしい写真や資料のご提供をお待ちしております。ご協力お願い致します。

（連絡先：沖縄県薬剤師会事務局　大城）
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＜第8回 熟年の集い　スナップ写真＞

金城 保景 代表あいさつ カリー音頭　大城 桂子 氏 ユーモアたっぷりな謎かけクイズを披露

山内 昌彦 氏

新役員を紹介

特別余興　「落語で笑ってみんなで元気に ! !」北山亭メンソーレさん

参加者全員で記念撮影
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　平成27年8月29日、沖縄県薬剤師会館にて

「薬剤師のための症例検討入門～症例提示に

基づく検討～」と題して開催されました研修

会にチューターとして参加させて頂きまし

た。この研修会は、5月31日に開催された症

例検討入門研修会「臨床力をつけよう 入門

編 高血圧」の内容を踏まえ、スモールグルー

プディスカッション（以下SGD）を行うとい

う内容でした。

　チューターとは、ディスカッションに行き

詰った時や目的に向かって話し合いをしてい

るが、道を外れてしまった時に助言を行う役

目の「ちょっとしたお助けマン」のことです。

しかし、このような大役を担うのは初めての

経験でしたので不安な気持ちもありました

が、事前に座長の潮平先生をはじめ、チュー

ターの先生や講師の大澤友二先生と事前打ち

合わせを行うことでその気持ちは和らぎ、安

心して参加することができました。

　今回参加された薬剤師の先生は39名でSGD

を行うために5つのグループに分かれて頂き、

各グループに私のようなチューターが配置

されました。SGDの前に大澤先生より、今回

の症例検討を行うために必要なPBL（Problem 

Based Learning）やProblem MAPの説明、SGD

の方法、高血圧ガイドラインについてご講義

頂きました。講義ではどのように症例検討を

第２回「薬剤師のための症例検討入門」研修会報告

　　　　　　　　　　　 日時：平成27年 8 月29日(土）19:00 ～ 21:00

　　　　　　　　　　　 会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

研修会

ぴぃぷる薬局経塚店

中尾 滋久

＜式次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会進行：学術研修委員会　潮平　英郎

　○あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 沖縄県薬剤師会会長　亀谷　浩昌

　　講義・解説　『高血圧の基礎知識と症例解説』～ 症例提示に基づく検討 ～

　　講師：大澤 友二 先生 

（福岡薬物治療研究会会長、九州大学薬学部非常勤臨床教授、元昭和薬科大学教授）

　○スモール・グループ・ディスカッションと解説、質疑応答

行えばよいのか、またEBM(Evidence Based 

Medicine)で一番重要となるガイドラインの

見方など多岐にわたる内容をご教授ください

ました。

　グループディスカッションを円滑に行うには

参加者のことがわからないとスムーズに行うこ

とは難しく、今回はアイスブレイキングとして

「他己紹介」を行いました。他己紹介とは他人

を紹介する方法で、はじめに隣あった同士で

自己紹介を行い、隣の人について紹介すると

いうものです（図参照）。時間制限を設ける

ことで必要な情報を的確に聞き取る、日頃

行っている「初回面談」や聞いた内容をまと

め、簡潔に伝える「疑義照会」の技術を見直

す機会にもなったかと思います。他己紹介を

初めて行う参加者も多く、この他己紹介でグ

ループ内に和やかな雰囲気が生まれました。

次ページへ続く
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　今回のSGDはディスカッションを円滑に運

営する「司会」、記録をとる「書記」、ディス

カッションの内容を発表する「演者」、発表

時に質問をする「質問者」の4つの役が必要

となります。各グループで役を決めて頂きま

したが、自主的に役をやりたいという参加者

はいらっしゃいませんでした（他のチュー

ターの話だと同じように決められなかったよ

うです）。そのため、私の提案したじゃんけ

んで役を決めて頂きSGDがスタートしました。

　今回はディスカッションする「設問」があ

り、最終的には提示症例に対してProblem の

抽出やSOAPを用いて治療計画を立案、記録を

するというものでした。ここは私の反省する

ところですが、担当したグループのディス

カッションが活発に行われたため、最後の

設問までたどり着きませんでした。これは

チューターとしてきちんと助言できず時間が

かかりすぎた設問があったからです。しか

し、司会も書記も慣れない役をきちんと遂行

しディスカッションを盛り立てていました。

このような顔見知りではない人とディスカッ

ションを経験することで他職種や患者（家族）

などと話しをする練習になるのではないかと

感じました。

　ディスカッション終了後の発表はホワイト

ボードに設問の回答を書き出し、それを参加

者全員で閲覧できるようにしてグループ代表

の演者に行って頂きました。参加者は、自分

たちのグループと何が違うのか、どうしてそ

のような考えになったのかということを話し

ながら聞いていました。また、質問者からす

るどい質問がありましたが、演者はきちんと

回答していました。これはグループ内で真剣

にディスカッションを行ったため、質問の内

容を明確に把握し回答できたのではないかと

感じました。

　最後に大澤先生より提示症例について回答

解説がありましたが、回答といっても治療に

正解はありません。「今回の症例はこのよう

に考えることができます」という模範解答を

詳細に説明して頂き、グループディスカッ

ションで気になっていたところも明確になる

ような講義でした。　

　今回は設問を順番に考えると、症例（疾患）

に対してよりよい治療、薬物療法、副作用対

策が提案できるようになっていました。この

ような道筋を自分で立案できるよう復習する

ことが重要で、参加者が再度学習できるよう

にと大澤先生より追加の提示症例も頂きまし

た。

　最後に参加者にアンケートの記入をお願い

致しました。その回収をさせて頂きましたが、

みなさんとてもよい表情でアンケートを渡し

てくださいました。その表情を見てホッとし

ました。参加された先生はみなさん「何かを

得て」帰って頂けたのではないかと思い、こ

の研修会の運営の一員として参加できたこと

をとてもうれしく思いました。

　今年度もまだこの研修会は開催される予定

です。是非今回参加された先生は継続して、

また参加されてない先生は参加して頂けるよ

うによりよい研修会を次回も準備しようと思

います。

　最後に、このような貴重な機会を頂きまし

た関係者の皆様に感謝申し上げます。

「薬剤師のための症例検討入門」研修会開催日程

第3回　平成27年11月7日(土）19時～ 21時（心不全 入門編）
　　　　講演1時間30分のあと、症例経験と質疑
第4回　平成28年 2 月6日(土）19時～ 21時（心不全　応用編　症例を経験しよう）
　　　　症例検討の仕方、高血圧症例講義45分、症例提示、検討40分、そのあと発表と質疑応答

お知らせ
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第2回「薬剤師のための症例検討入門」研修会

スナップ写真

※研修会当日は、時間の都合上5グループの内2グループの発表で終了しました。
　他グループの発表データが県薬事務局で保管されています。必要とされる方は、ご一報下さい。

講師　大澤 友二 先生

司会進行

潮平 英郎
学術研修委員

Ａグループ発表 Ｂグループ発表

ＳＧＤ開始前にチューターから説明がなされた

小島 進 氏 喜納 みゆき 氏
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　去る8月9日（日）、沖縄コンベンションセ

ンターにおいて、夏の恒例行事となった感の

ある標記フェアが開催されました。天候は荒

れ模様ではありましたが、昨年よりは良かっ

たことと、宜野湾市の“はごろも祭り”が屋

外で行われていたこともあり、多くの来場者

がありました。

　本年は、ミュージシャンのアイモコにフェ

アを盛り上げてもらいました。県医師会の発

表では参加者が約1300名と例年より多く、県

薬剤師会のブースも受付来客数は130名を超

え終始満員でした。ブースでは様々な身体測

なごみ会主催
第5回県民健康フェア2015報告

　　　　　

地域保健開局委員会　　　　　　　

委員長　笠原 大吾 　　　　　

なごみ会

定に続く“健康とおくすり相談”を中心とし、

一次救命救急（BLS）も昨年に続いて実施さ

れました。また、夏休み期間である子どもた

ちのために、くすりの実験や分包機を用いた

模擬調剤を行ってもらいました。昨年に引き

続き、若い先生方にもご参加いただき、お手

伝いをしていただいたこともブースを訪れた

住民の皆さんに対してこれからの地域に開か

れた薬局、身近な薬剤師の存在を感じていた

だけたのではないかと思います。

　参加された会員の先生方と県薬剤師会の事

務局の皆様、大変にお疲れ様でした。

今年のオープニングは、那覇市立古蔵小

ダンスチームによる賑やかなダンス　　

夫婦ローカルタレントのアイモコによる

ライブ＆トークショー

なごみ会17団体の会長がステージに並んだ 今年もステージイベントの

司会を務めた　砂川智子氏
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プ　ロ　グ　ラ　ム

ステージイベント

時　　間 内　　　　　　　　　　容

12 : 00 ～ 12 : 20

開会セレモニー

○ダンス（那覇市立古蔵小ダンスチーム Do Well）

○主 催 者 挨 拶：宮城 信雄（沖縄県医療保健連合・沖縄県医師会長）

○共催団体挨拶：国吉 広典（沖縄県保健医療福祉事業団 専務理事）

○来  賓  祝  辞：仲本 朝久（沖縄県保健医療部 部長）

12 : 20 ～ 12 : 40 アイモコ　ライブ＆トークショー

ブースイベント

団 体 名 内　　　　　　　　　　容

医師会
血糖値測定（先着100名）、健康に関するパネル展示
おきなわ津梁ネットワークを活用した保健指導（健康保険証をご持参下さい）

歯科医師会
歯科衛生士会
歯科技工士会

噛むカムチェックガム
相談：口腔ケア、在宅歯科、予防歯科、障害者歯科　体験：咬合力測定、簡易歯周病検査
展示：パネル、歯科用グッズ

薬剤師会
相談：健康チェックとお薬相談会　展示：薬剤師の仕事について
BLS（一次救命処置）、「禁煙」呼気中一酸化炭素測定、おくすりバッグの説明コーナー

看護協会 身近な感染防止（正しい手洗方法、インフルエンザ対策）

栄養士会
展示：パネル、食品の展示　相談：栄養相談、他
フードモデルによる食事チェック、パソコンを使った食事チェック

臨床検査技師会
頸動脈エコー検査（先着100名）、臨床検査展、ミクロの世界体験（血液細胞・がん細胞）
口の中の細菌検査体験（グラム染色）、血液型について

放射線技師会 放射線被ばくに関して、医療における各種検査に関しての相談、骨密度測定検診（無料）

理学療法士協会
パネル展示、生活習慣病予防体操、介護予防体操、ストレッチ等
相談：痛みを予防する生活について、学生の進路相談

作業療法士会 何でも相談コーナー、自助具の展示および体験コーナー、パネル展示

言語聴覚士会
相談：飲み込み、ことば、子どもの発達・進路に関して
展示：言語聴覚士の仕事内容のパネル、嚥下食、口腔ケアグッズ、嚥下体操

鍼灸師会 展示：鍼灸に関する情報　体験：鍼灸施術

精神保健福祉士協会
医療ソーシャルワーカー協会

精神保健福祉士、医療ソーシャルワーカーの職能紹介、精神保健及び医療に関する相談
医療福祉相談、がん相談、患者会等紹介、幻覚のバーチャル体験

柔道整復師会
展示：パネル（ボランティア活動）　相談：整（接）骨のかかり方
体験：テーピング実技（メディカルテーピング、スポーツテーピング）

健康運動指導士会
体力測定→結果に基づいた運動相談　体験：運動体験（チェアーエクササイズ、タオル体操、
ストレッチ体操、ボール体操、沖縄Let'sプチ体操）

ドクターヘリ・
カー PUSH展示ブース

写真展、DVD視聴、資料配布、心肺蘇生法（PUSH）、PUSHミニステージ

沖縄県食生活改善
推進員連絡協議会

食事に関するパネル展示、無料試食コーナー

屋外イベント ●ドクターカー展示　　　●ふわぁふわぁ遊具
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＜なごみ会主催  第5回県民健康フェア2015  スナップ写真＞

■薬剤師会ブース健康とおくすり相談員（敬称略・順不同）

　○亀谷　浩昌　○江夏　京子　○笠原　大吾　○伊敷松太郎　○松本  圭五　○吉田　洋史

　○村田美智子　○与儀　和子　○狩俣　イソ　○草壁　瑞恵　○勝連　貴子　○砂川　智子

　○島袋さゆり　○中尾　滋久　○盛本　直也　○神谷朝斗志　○鈴木　一徳　○宮城　幸枝

　○平良　栄子　○宮里威一郎　○名嘉　紀勝

受付

アイモコさんが薬剤師会ブースに訪れました

記念撮影

ＢＬＳ（一次救命処置）コーナー

今年も長蛇の列となった薬剤師会ブース
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　開催時間前の豪雨が一転、夏空に変わり、

今年も県民健康フェアには多くの県民にご来

場いただきました。夏休み期間中ということ

もあり、祖父母や両親に連れられ子供たちも

多く来場していました。

　今回、県薬剤師会は子供たちをターゲット

にした「薬の勉強＆お仕事体験」コーナーを

設け、薬の正しい飲み方など薬についてはも

ちろん、薬剤師という職業にも興味をもって

もらおうと、調剤の模擬体験コーナーを企画。

高園産業さんのご厚意で、実際に私たちが使

用しているものと同じ錠剤分包機を準備して

いただきました。カラーコーティングのミル

クチョコレートを錠剤に見立て、「赤色は朝

夕、青色は昼」と模擬処方せんを読みながら

分包機にセット、分包した物はお土産にでき

るという流れです。

　準備された白衣に袖を通すだけで顔が凛々

しくなる子や、錠剤の数に間違いがないかを

なごみ会主催県民健康フェア

薬剤師会ブースにおける児童向け調剤模擬体験コーナーの印象記

何度も真剣にチェックする子、分包機の音に

ビックリしてしまう子など様々でしたが、自

分の錠剤が分包されて出てくるときの反応は

皆一番の笑顔でとても楽しそうな様子でし

た。「将来薬剤師になりたい！」と言ってく

れる子供たちも多く、また保護者の方々から

も「こういう機械で薬を分包しているのがわ

かってすごくスッキリした。いつも音だけが

聞こえてきて気になっていたのです。」など

多くの評価をいただきました。

　現在、薬剤師はどこも人手不足。知り合い

の薬剤師に会うたびに「誰かいない？」 と聞

くのが挨拶代わりになっています。子供たち

はすぐに薬剤師にはなれませんが、今回の体

験がきっかけで将来薬剤師になる子もきっと

いるでしょう。土をしっかり丁寧に耕せば、

必ず良い芽生えがあるのと同様、今回のよう

な活動をコツコツ継続することで将来多くの

実りを生むのではと思いました。

新設の「薬剤師仕事体験コーナー」

天久台病院

神谷 朝斗志
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　旧盆を間近に控えた8月23日、慌ただしさ

の上に台風15号の影響で空模様も気になる中

で講演会が開催されました。

テーマ：沖縄の野菜「クヮンソウ」の効果と

　　　　商品開発の意義について

～眠りの問題解決から社会を健康に～

講　師：江口 直美 先生

(株)ソムノクエスト代表取締役、薬

剤師・薬学博士、日本睡眠学会評議

員、京都大学医学部非常勤講師

専門分野は、睡眠薬学、行動神経科

学・分子病態学

講演内容：

1.会社概要

2.機能性成分を含む沖縄島野菜

3.睡眠改善素材開発の社会的背景と条件

4.睡眠改善候補の沖縄野菜クヮンソウ

5.クヮンソウ由来有効成分の開発

6.健康産業における新たな展開

7.クヮンソウを活用した産業の活性化

8.課題と最後に

クヮンソウとの出会い

　江口直美先生は、人を健康にする手助けを

したいという気持ちから薬学の道に進み、そ

して病気を治す薬を作りたいという思いを胸

に研究の道に進みました。

　研究生活を続けるなかで人が健康であるた

めには睡眠が大切であることを、身を以て体

験した事から研究のテーマを睡眠学とし、京

都大学で睡眠誘発物質プロスタグランジンD2

の研究チームに参加しそのメカニズムの解明

に携わりました。しかし新薬開発には、高額

女性薬剤師部会総会講演会報告

　　　　　　　　　　　 日時：平成27年 8 月23日(日）13:00 ～ 14:30

　　　　　　　　　　　 会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

女性薬剤師部会  　　　　　　　　　

副部会長　与儀 和子 　　　　　

部会だより

な費用がかかるだけではなく、常に課題とな

る副作用を前に、体に優しい副作用の無い睡

眠薬を作れないかと考えるようになりました。

　そんな時、偶々沖縄に眠り草（ニイブイグ

サ）と呼ばれるクヮンソウという植物がある

事を知りました。クヮンソウは沖縄では伝統

野菜28品目の一つに指定されており、眠れな

い時に調理して食す植物としてその歴史は琉

球王国時代に遡ります。琉球王国の御典医で

あった渡嘉敷親雲上通寛が記した御
ぎょ

膳
ぜん

本
ほん

草
ぞう

（1832年）には次のように記されています。

　「くわんさうハ萱草也　苗花氣味甘涼毒な

し　胸を開き五臓を安し觀樂して患ひなから

しめ小便赤くしふりて身體の煩熱するを治

し・・・・・・・熱をさる久しく食ヘハ身軽

して目あきらかになる也」

　このことからも、睡眠改善素材開発の条件

として掲げていた。

1．1万人の人が30年以上または2 ～ 3世代の

食歴があること

2．安全性、非習慣性、非依存性である事

3．若年者から高齢者まで長期摂取可能であ

る事

　などなどの条件を全てクリアしている事が

確認されたので、商品として開発することに

しました。クヮンソウはユリ科の植物でアル

カロイドを含みます。そのため工夫が必要で

した。まず、葉を加熱処理して乾燥させ、特

殊な方法で機能性成分のみを残したエキスの

取り出しに成功しました。そして、このエキ

スを「ヒプノカリス」と名付けたのです。

　クヮンソウの有効成分ヒプノカリスは、従

来の睡眠薬のように脳の睡眠中枢に直接作用



－ 17 －

おきなわ薬剤師会報　平成27年９･10月号

するのではなく、末梢血流を改善することに

より深部体温を下げ、入眠促進、熟睡誘発作

用を有し質の高い自然な睡眠に役立つことが

実証されています。

　最後に、「クヮンソウを含む沖縄薬草野菜

は、機能性食品素材として未病・予防への貢

献度は無限です」という言葉で締めくくられ

ました。

　大阪ご出身の江口先生は、「どうして沖縄

へ？」と尋ねられるたびに「クヮンソウがあ

るから」と答えていたそうですが、最近は「宝

物がいっぱいあるから」と答えるようになっ

たということでした。沖縄で産まれ育ったわ

たしたちにとっては、身近過ぎて当たり前の

ことでも見方によっては「宝物」になるかも

しれませんね。

　ちなみに、沖縄島野菜28品目に上げられて

いるのは、フーチバー、カンダバー、野菜パ

パイア、ハンダマ、ニガナ、イーチョウバー、

シマナ、ウンチェー、ンスナバー、モーウイ、

島ラッキョウ、ノビル、サクナ、葉ニンニク、

ナーベーラ、島ダイコン、田芋、紅イモ、島

カボチャ、ヤマイモ、島にんじん、クヮンソ

ウ、島唐辛子、フーロー豆、ゴーヤー、オオ

タニワタリ、シカクマメ、シブイです。

平成27年度 女性薬剤師部会総会

日時：平成27年8月23日(日）14:45 ～ 16:00　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

＜会次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会  副部会長　与儀　和子

　○開会のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副部会長　狩俣　イソ

　○あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部 会 長　村田美智子

　議事                                  　　　　　　　　進行  部 会 長　村田美智子

　　1．平成26年度事業報告 　　　　　　　　　　　　　　　　　　副部会長　狩俣　イソ

　　　　｢沖縄県女性の翼の会｣ 研修旅行参加報告　 　沖縄県薬剤師会副会長　前濱　朋子

　　2. 平成26年度会計報告 　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　計　草壁　瑞恵

　　3. 平成27年度事業計画案 　　　　　　　　　　　　　　　　　副部会長　狩俣　イソ

　　4. 平成27年度予算案 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　計　草壁　瑞恵

　　5. 沖縄県女性薬剤師部会規定検討・承認 　　　　　　　　　　部 会 長　村田美智子

　　　　（新副部会長承認も含めて）

　　6. 平成27年度日本女性薬剤師会定期社員総会報告 　　　　　　部 会 長　村田美智子

　　7. 日本女性薬剤師会学術講演会報告　　　　　　　　　　　　 部 会 長　村田美智子

　○閉会のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副部会長　与儀　和子

講師　江口 直美 先生
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　去る6月27日（土）、東京において一般社団

法人日本女性薬剤師会第7回定時社員総会が

開かれ、それと連動して翌日（日）には恒例

の学術講演会も開催された。午前10時から午

後4時まで、ランチョンセミナーも含めて5つ

の講演を拝聴したが、その中のひとつ「医療

ビッグデータの利活用」について簡単に報告

したい。

【講演2】

医療ビッグデータの利活用

　　　　　～その現状と展望～

京都大学大学院 医学研究科　　　　　　

社会医学健康系専攻健康情報学分野 教授

中山 健夫

　ビッグデータとは、通常のデータベース

管理ツールでは取り扱いが困難なほど巨大

なデータの集まりをさし、その特徴とし

て4Ｖ（Volume： 容 量　Velocity： 迅 速 性  

Variety：多様性　Veracity：正確性）が強

調されている。2000年以後その量は急速に増

え、今後も増加の一途をたどることは間違い

ない。ビッグデータを賢く活用することで、

これまでの人間が目にすることのできなかっ

た新たなVision（視野）が獲得され、手にす

ることができなかったValue（価値）の創生

が期待されているという。

　医療の分野で具体的に言えば、ＤＰＣ（診

断群分類）やＮＤＢ（レセプト情報を集積し

たナショナルデータベース）の蓄積により、

医療資源の適正配置の検討、有効性・必要性

2015年 日本女性薬剤師会学術講演会 参加報告

女性薬剤師部会  　　　　　　　　　

部会長　村田 美智子 　　　　　

部会だより

が確立している医療行為が実施されている

が、さらには医薬品安全性対策（ＲＭＰの導

入）にも繋がっているという。

　妊娠・出産から始まり、小児、学童、成人、

壮年、老年を経て死に至る人間の一生を通じ

た個人のデータの連携が集積され、それらが

適切な倫理的配慮のもとに他の社会的データ

と関連付けられたとき、新たな社会的イノー

ベーションの視点を提示する可能性があると

いう。

　さらに、「大きな傾向」や「隠れた関係」

を可視化する（Vision 視野）ビッグデータ

の先には、対極ともいえる「まれなこと」や「自

分に似た誰か」を見つけるという「個」への

接近が待っているという。「1000に1つ」のこ

とでも100万のビッグデータの中には1000見

つかるということだ。究極の医療が「個」の

ためとするなら、この両方の視点は極めて重

要となろう。

　健康や医療に関するビッグデータは、その

ほとんどが個人に由来する「個人情報」であ

る。2005年の個人情報保護法全面施行以降、

自分の情報は外に出さないことが良いとする

風潮が強まった。しかし、情報は保護すると

同時に適切な形で他の人々と共有すること

で、より深い意味を持つ情報として自分に

返ってくるという。その可能性を示すのがま

さしくビッグデータである。真に個人のため、

また社会のため、それを役立てていく知恵と

思慮深さを失うことなく、このビッグデータ

の時代を迎えたいと締めくくられた。
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　朝夕の涼しさが秋の訪れを感じるこの頃、

会員のみなさまもこの季節を楽しんでいらっ

しゃるでしょうか･･･秋の夜空は空気が澄ん

でいて星空もとても美しく見えます。日々の

業務に疲れを感じている方はのんびり夜空を

眺めてリラックスするのもよいかもしれませ

んね･･･。

　さて、去る8月29日・30日の2日間、日本薬

剤師会学校薬剤師部会が主催する「学校環境

衛生検査技術講習会」が東京で開催され私

と学校薬剤師部会長の村田成夫先生の2名で

沖縄県の代表として参加しました。今回で2

回目となる本講習会、参加者は各都道府県薬

剤師部会に所属する学校薬剤師（各2名まで）

で総勢70名の日本全国の学校薬剤師が一堂に

会しました。前回より引き続き宿泊研修の目

的として参加した学校薬剤師を各々の所属す

る地域で指導者として情報伝達、また次世代

の学校薬剤師の育成ができるようなスペシャ

リストを育てることであり、研修内容として

は各分野で小分けし、第2回目となる今回は

空気（温湿度・換気・揮発性有機化合物等）、

ダニ又はダニアレルゲン、騒音、採光及び照

明等の検査に焦点を当てた内容でした。

　1日目は、東京薬科大学教授でもある北垣

先生より、教室等の環境に係る学校環境衛生

基準の捉え方と題して学校薬剤師としての基

本的な責務や理念の講義を受け、さらに日本

薬剤師会学校薬剤師部会幹事・木全先生によ

る教室の環境検査について検査方法や基準等

具体的に学ぶことができました。

　これらの講義を受けた後、前回同様に参加

者内で小グループに分けスモール・グループ・

ディスカッション（討論会）を行いました。

テーマは「教室等の環境検査の完全実施に向

けて」。学校薬剤師が行うべき教室等の環境

学校薬剤師部会

学校環境衛生検査技術講習会に参加して

　　　　　　　　　　　　会期：平成27年 8 月29日(土）～ 30日(日）

　　　　　　　　　　　　会場：スクワール麹町（東京都）

学校薬剤師部会　知名 博樹 　　　　　

部会だより

検査がなかなか100％実施されておらず、検

査実施率を100に近づけるためにはどうした

らよいか・・・をテーマ事に小グループでディ

スカッションしたのですが、地域が違えば抱

えてる問題も違い様々な意見が飛び交いまし

た。例えば実施方法が分からない、勤務先の

理解が得られず何度も学校に足を運べない、

機械・器具が高額なため地元の自治体等に検

査器具がない等、様々な意見が上がってきま

した。このディスカッションでは他都道府県

の薬剤師の皆様とたくさんの交流ができたこ

とが凄く楽しく有意義な時間を過ごすことが

できました。

　そして研修2日目、午前中は検査実習で換

気、温度、相対湿度、浮遊粉塵、気流、揮発

性有機化合物の測定、照度及び黒板面の色彩

検査に騒音検査等、学校薬剤師のスキルアッ

プのための様々な項目の検査を行いました。

初めて手にする検査器具や検査キットもあり

ましたが、機械メーカーや製造メーカーも同

行してくださり、丁寧に使用法を教わることが

でき、たくさんの知識を得ることができました。

　実習が終わった後は、1日目に行ったディ

スカッションの発表・全体討論会（プレゼン

テーション）を行い、今回の研修は終了とな

りました。

　今回行われた第2回目の学校環境衛生検査

技術講習会ですが、私自身が本講習の明確な

目的をしっかり理解し実習にて自身で検査を

すること、そして他地域の学校薬剤師の方々

との様々な情報交換が今後の私にとってたく

さんの実りとなりました。薬剤師、そして学

校薬剤師としてこの研修で得た必要なスキル

と知識は地域貢献そしてこれからの新しい学

校薬剤師のために引き継いでいきたいと思い

ます。



－ 20 －

おきなわ薬剤師会報　平成27年９･10月号

趣旨

　日本薬剤師会学校薬剤師部会は、学校薬剤

師の学識向上や連携を深めることを目的とし

て活動しており、その一環として、学校薬剤

師を対象とする研修会において、くすり教育

にテーマを絞り、大学教授、保健体育教諭、

保健主事、養護教諭等の学校現場で活躍する

平成27年度 日本薬剤師会学校薬剤師部会 くすり教育研修会
～学校における薬教育の現状と課題～

　　　　　　　　会　　期：平成27年 8 月28日(金）

　　　　　　　　会　　場：スクワール麹町（東京都千代田区麹町）

　　　　　　　　参加対象：保健体育教諭、保険主事、養護教諭、学校薬剤師

学校薬剤師部会  　　　　　　　　

部会長　村田 成夫 　　　　　

部会だより

方々を招き、事例報告を行い会場とディス

カッションにより、学校教育におけるくすり

教育の現状と課題を共有し、今後のより良い

くすり教育のあり方等を検討することを目的

としている。

基調講演「学校における医薬品教育に求められるもの期待されるもの」

東京薬科大学薬学部 教授　北垣 邦彦 氏（前文部科学省スポーツ・青少年局健康教育調査官）

1. 学校における医薬品の教育

（特別活動・総合的な学習の時間等）

　学習指導要領

　中学校 → 保健体育・保健分野（第3学年）

　高等学校 → 保健体育・科目「保健」

（第2学年）

2. 医薬品教育の求められるものとして

（1）教科保健の目標

　医薬品には、主作用と副作用があること

を理解させる。

　医薬品には、使用回数、使用時間、使用

量等の使用方法があり、正しく使用する必

要があることについて理解できるようにする。

　医薬品の適正使用に関する基礎知識の理

解により生涯を通じて自らの健康を適切に

管理し、改善していく資質や能力であるセ

ルフメディケーションを身につける。

（2）医薬品の適正使用を不適切使用から考える。

　個人の問題

　くすりの増量 →

　　①効果が強くなりすぎて、危険になるこ

　　　とがある。

　　②副作用の確率が高くなる。

　　③依存症になることがある。

　くすりの減量 →

　　①効果が表れない。

②病気の再発、悪化することもある。

③余った薬を備蓄し自己の判断による不

適切な使用につながる。

　社会の問題

　くすりの増減 →

①抗生剤や抗ウィルス薬の自己使用によ

り耐性菌や耐性ウィルスの出現を助長

する可能性がある。

②病気の治療を遅らせ、結果として医療

資源の無駄遣いにつながる。

③医療保険等の公的補助が使われる。

　医薬品には副作用がある。（審査制度に

よって副作用があることが分かっている）
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「愛知県におけるくすり教育の現状と今後の課題」

一般社団法人愛知県学校薬剤師会 理事　山口 一丸 氏

新中学校学習要領　第七節「保健・体育」

「個人生活における健康・安全に関する理解

を通して、生涯を通じて自らの健康を適切に

管理し、改善していく資質や能力をそだてる」

「健康な生活と疾病の予防について理解を深

めることができるようにする」

等の記載から時代はセルフメディケーション

（自己責任）が出来ることを身につける。

医薬品の規制緩和 → 誰でもスーパー・コン

　ビニ・インターネットで薬が買える。

くすり教育 → 平成24年度に中学でのくすり

なぜ？副作用があっても医薬品を使用する

必要がある場合があることのリスクマネー

ジメントを理解させる。

（3）改正薬事法

（平成18年6月改正/平成20年6月施行）

　一般用医薬品の販売制度の変更により消

費者の選択肢の広がり。

①消費者の自己責任（適切な情報の収集を

求める）

②健康情報の氾濫の中から正しい情報判断

や正しい消費行動を身につける。

3. 学校薬剤師への期待されるもの

（1）保健指導においても専門的知見を活かし、

薬物乱用防止や環境衛生に係る教育に貢献

している。

（2）医薬品に関する適切な知識を持つことは

重要な課題であり、一般用医薬品の販売制

度や医薬品の適正使用等に係る教育等、更

なる貢献が期待されている。

　これまでの「ゼロリスク」への過度の期待

から脱却して、一次予防に重点を置きすぎた

教育から、リスク＆ベネフィットについて考

える事が出来る児童・生徒の育成がこれから

必要になると思われ、くすり教育・薬物乱用

防止教室等での指導により薬剤師の強みを活

かすことで顔の見える学校薬剤師が期待され

るものである。

教育が導入された。

　先ずはじめに、「くすりの正しい使い方」

に対する意識調査を行い、その結果から授業

でのポイントが前もって把握でき授業を進め

やすい。

　「なぜ医薬品が必要なのか」「なぜ正しい使

用方法を守ることが必要なのか」

　自己によって健康を管理するには、小学校

からの健康教育が重要でその延長線上に中

学、高校でのくすり教育がセルフメディケー

ションの実現に必要と感じている。

「医薬品教育の充実について～アクティブラーニングを中心に～」

茨城県立並木中等教育学校 教諭　飯塚 寛子 氏

　中教審ではアクティブラーニングとは･･･

「課題の発見と解決に向けて主体的・協働的

に学ぶ学習」としたうえで、「何を考えるか」

という知識の質や量の改善はもちろん「どの

ように学ぶか」という学びの質や深まりを重

視し、知識・技能を定着させるうえでも、学

習意欲を高めるうえでも効果的だと意義付け

ています。

テーマ：保険・医療制度及び地域の保健・医

　　　　療機関

（1）医薬品と健康

（2）目標

　①思考・判断をつける

　②知識・理解をつける
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「高校におけるくすり教育　～危険ドラッグを題材として～」

公益社団法人東京都薬剤師会 衛生試験所長（前東京薬科大学教授）　安田 一郎 氏

（概要）

　薬物乱用防止教室“STOP ！危険ドラッグ”

を高校生に行い、受講後にその感想文から高

校における“くすり教育”を考えた。

講　義：中等教育学校（中高一貫校）体育館

　　　　で実施、約1時間。

対　象：高校1年生（148名）2年生（139名）

　　　　教職希望の学生が多い。

感想文：教室に戻り感想文作成及び簡単なア

　　　　ンケートを実施

“STO P ！危険ドラッグ”の内容

①危険ドラッグ（危険ハーブ）とは？　用語

の説明。

　　「脱法ドラッグ」「合法ドラッグ」「脱法

ハーブ」➔危険ドラッグへ名称変更。

②捕まらない薬物と医薬品の乱用

　　新たな危険ドラッグの登場（デザイナー

ドラッグ）及び医薬品乱用の静かな拡大

③薬物を指定薬物として規制(包括規制制度)

　　同じような物質を同時に規制する包括規

（3）展開

　薬局やドラッグストアで医薬品を自分で購

入することの想定から始まり、医薬品の有効

性や安全性を踏まえ、医薬品を正しく使用す

るとはどういうことなのかを考える。

①手に取れる場所にある医薬品とカウン

ターの奥にあって手に取ることのでき

ない医薬品があるのはなぜかを考える。

②医薬品には、一般用医薬品と医療医薬品

があること及び販売の制限がある。

③医薬品には承認制度により有効性や安全

性が審査されている。

④一般用医薬品の添付文書や説明書から正

しく使用するために必要な情報を知る。

まとめ

　医薬品を正しく使用するためには・・・

①疾病からの回復や悪化の防止には個々の医

薬品の特性を理解した上で使用法に関す

る注意を守り正しく使用することが有効。

②添付文書や説明書は必ず読むことが大事。

③わからなければ専門家（医師や薬剤師等）

に必ず聞くことが大切。

　与えられた資料から、必要な情報を見つけ、

選んだりするなどして筋道を立ててそれらを

説明できる思考力や判断力を養い又、医薬品

には分類や販売の制限があり、有効性や安全

性が審査されており、疾病からの回復や悪化

の防止には、正しく使用することが有効であ

ること等、どの医薬品に対する知識や理解度

が高まった等の報告があった。

制制度が導入された。（90→1400種以上）

④危険ドラッグに含まれる合成カンナビノイド

　　脳・中枢神経系へのダメージ！

⑤身近な事件・事故事例とその取り締まり

　　救急搬送事例が急増、自販機の撤去、店

舗への立ち入り調査

⑥危険ドラッグによる急性中毒・作用機序

　　カルシウムチャンネルが解放状態➔➔➔

➔薬物依存、急性中毒による死

⑦薬物に誘われないための注意

　　持たない、もらわない、買わない、使わ

ない！

受講後の感想文やアンケートから見て

　身近な事例を組み入れた薬物乱用防止教室

“STOP ！危険ドラッグ”は有効である。社会

的規範等を含めた教育は、外部講師、専門家

にお願いするとより教育効果が大きい等の報

告がされた。
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「アンチ・ドーピング活動から考えるくすり教育」

一般社団法人長崎県薬剤師会 薬事情報センター・検査センター長　上島 泰二 氏

　長崎県は昨年、国民体育大会開催県として

「長崎がんばらんば国体2014」をスローガン

として県内各地の会場で行われ、ドーピング

防止活動について以下の報告がありました。

1. 国体に向けた準備委員会の設置・運営

（1）県薬・各支部との連携（競技会場の救護

所に準備される医薬品の確認、研修会の開

催等）

（2）学校薬剤師部会への協力依頼（学校にお

けるドーピング防止の啓発活動）

（3）病院薬剤師会との連携（オール薬剤師で

の取り込みや医師、その他の医療従事者へ

の啓発活動）

2. ドーピング防止について相談できる体制

　 の確保

（1）ドーピング防止ホットラインの運用拡大

（電子メールでの相談対応を開始、開催期

間中は24時間体制で対応）

（2）相談に対応できる薬局・病院薬局の体制

づくり（研修会の開催、124薬局・16病院/

診療所が参加）

（3）薬剤師のためのドーピング防止ガイド

ブックの編集・配布

（4）認定スポーツファーマシストの支援

3. ドーピング防止のための啓発活動

（1）選手・監督等の競技関係者への啓発活動・

医療関係者・一般への啓発活動（県体育協

会と共同実施、日本アンチ・ドーピング機

構への協力等）

　以上の事柄を活動として行い、いくつかの

相談事例を挙げられ大会期間中たくさんの

方々の協力を得てうっかりドーピング“ゼ

ロ”を達成することが出来たことの報告がさ

れた。

学校薬剤師＆学校薬剤師を希望の会員の皆様へ

　学校薬剤師部会では、学校薬剤師の配置等の再確認を行っています。新たに学校薬剤師を

希望する会員の方、現在の担当校について（変更等の）、ご相談を考えておられる学校薬剤

師の先生は、学校薬剤師部会まで連絡下さい。

（連絡先）学校薬剤師部会　前濱 朋子　TEL 098-963-8930

お知らせ
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　長崎にて開催されました、平成27年度学校

薬剤師研修会、テーマ「学校薬剤師業務の原

点を考える－学校薬剤師業務の標準化を目指

して－」について報告いたします。

　私自身、学校薬剤師として関わって6年、

初めて対外的な研修会に出席いたしました。

これまで、実務的なことを先輩方から教えて

いただきながらやってきましたが、今回の勉

強会では、全国の学校薬剤師の皆さんの働き

に触れる事ができ、自分自身の仕事の意味合

いをまた大きく受け止められて意義あること

として行う事が出来るかと思っています。特

に昨年度から、小学校で「たばこについて」

講習する機会を持ち、今年も11月に予定して

いますので、今回の内容にありました「学校

薬剤師が取り組む薬物乱用防止教室につい

て」から、一歩踏み込んだものにしたいと思

いました。

　当日の内容から報告いたします。

①学校薬剤師の役割

　　－学校薬剤師から変える学校保健－

東京薬科大学 薬学部教授　北垣 邦彦 氏

○学校保健には、二つの大きな働き→

　1.保健管理～子どもたちの今を守る

　2.保健教育～子供たちのよりよい明日を育む

　これらに対する学校薬剤師の役割は大きい。

○｢学校環境衛生基準」の把握

○担当校の現状把握

○問題点への適切な指導・助言

☆これからの学校薬剤師の役割

　学校保健安全施行規則第24条の健康相談、

　保健指導から

平成27年度 学校薬剤師研修会に出席して

　　　　　　　　　　　 日時：平成27年 9 月 6 日(日）13:00 ～ 17:00

　　　　　　　　　　　 会場：長崎原爆資料館ホール

レモン薬局 　　　　　　　

高尾 勝子   　　　　　

部会だより

　・シックハウス症候群

　・農薬

　・微小粒子状物質（PM2.5）

　・受動喫煙防止対策

　・食物アレルギー

②学校薬剤師が行う学校環境衛生の実際につ

　いて

岐阜薬科大学衛生学教室 

教授　永瀬 久光 氏

　まず、薬学生のための薬学実務に関するガ

イドラインから、地域の保健・医療・福祉へ

の参加⇒その中から学校薬剤師の業務を体験

するとありました。国家試験問題にも学校薬

剤師に関連した問題が毎年出されているよう

です。

☆例えば⇒改築した小学校の教諭から、「め

まい、頭痛、のどの痛みを訴えて保健室に

来る児童が増えた」保護者から「最近、集

中力が低下した」との声。

問）原因究明のために、学校薬剤師が教室

等の室内空気について速やかに検査を行

うべき項目①揮発性有機化学物濃度、②

二酸化炭素濃度、③一酸化炭素濃度、④

ダニ、またはダニアレルゲン濃度

☆学校薬剤師の職務と課題

　　学校保健計画の立案への参与⇒学校保健

委員会への出席については、必須業務であ

る。⇒現在出席率36.8％

○学校環境衛生基準に基づく環境衛生検査へ

の従事、並びに学校環境衛生の維持及び改

善に関する指導・助言。
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③学校薬剤師が取り組む薬物乱用防止教室に

　ついて（危険ドラッグについて）

日本薬剤師会学校薬剤師部会

幹事　木全 勝彦 氏

－これからの薬物乱用防止教育－

1.乱用薬物の変遷

　①薬物乱用とは

　　・医薬品を医療目的以外で使用

　　・医薬品でない薬物を不正に使用

　②乱用薬物の分類は？→

　　・アッパー系　・ダウナー系

　　・サイケデリック系

2.危険ドラッグについて

・危険ドラッグの名称は→事件、事故の多

発から平成26年7月より脱法ドラッグか

ら「危険ドラッグ」の呼称に変更

3.医薬品の乱用防止

・懸念される医薬品乱用⇒処方できる医

師、医療機関、調剤できる薬局がそれぞ

れ制限される3重規制を実施。例：リタ

リン、安息香酸カフェイン、オキシコドン

・向精神薬の過剰服用か？→薬物乱用防止

教育の充実が望まれる

4.医薬品教育の重要性

・医薬品の有効性や安全性を理解し、正し

く医薬品を使うことができるように⇒中

学3年生の保健体育において～医薬品に

は、主作用と副作用があることを理解で

きるようにする。

・医薬品には、使用回数、使用時間や使用

量などの使用方法があり、正しく使用す

る必要があることについて理解できるよ

うにする。（平成24年度より施行）
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　去る5月29日（金）に、株式会社ケイオーパー

トナーズが沖縄県商工労働部雇用政策課から

受託した、「未来の産業人材育成事業」（以下、

本事業という）の実施として、浦添市立浦西

中学校1学年を対象に、一般社団法人沖縄県

薬剤師会様と連携し、医療産業に対する興味

関心を高める取組みとして職業人講話を行い

ました。

　本事業は、県内の小学生から中学生までの

児童生徒を対象に、沖縄県の主要な産業であ

りながら、雇用のミスマッチや人材不足が課

題となっている医療産業、福祉産業、観光リ

ゾート産業、情報通信産業、建設産業、文化

産業、物流・流通産業とともに、子ども達に

対して各産業の魅力を伝える事で、未来の沖

縄県の産業界を支える人材の育成を行いなが

ら、産業界と学校が連携する仕組みの構築を

目指す事業です。

　今回浦添市立浦西中学校では職場体験前の

事前学習の時間を活用し、本事業で連携する

医療産業、観光リゾート産業、情報通信産業、

建設産業から講師を招き、各産業界の概要や

働くうえでのやりがいなどの理解を深める時

間を持ちました。

子どもたちに伝える薬剤師の魅力

(株)ケイオーパートナーズ　　　　　　　　　

未来の産業人材育成事業チーム　　　　　　　

コーディネーター　高里 彰吾  　　　　　

啓蒙・普及活動

　医療産業の理解を促すために、一般社団法

人沖縄県薬剤師会グッジョブリーダーである

同会係長の大城喜仁様へ講師紹介のご協力を

依頼し、学校薬剤師部会松尾はつよ様に講師

となって頂きました。

　松尾様からは、薬剤師が医療や介護の現場

で欠かせない役割であり、常に患者さんに寄

り添う職業であることや、薬剤に特化した専

門的な職業であることを伝えました。また、

普段使っている薬の知識や、カラーセラピー

の知識についても披露し、講話を受けた生徒

からは「医療の話を聞いて、良い事や失敗し

たことなどの話も含めて、人の役に立つのは

良いなと思いました」との感想がありました。

　今年度も、本島内の小学校・中学校を対象

に70校での実施を予定しています。今後も、

学校と産業界が繋がる機会を通して、薬剤師

や医療産業に携わる様々な職業の魅力を伝

え、未来の医療産業を担う人材の育成を行っ

て参ります。

生徒からの質問に熱心に回答する 松尾はつよ氏（中央）
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　7月19日～ 20日までの2日間、第52回認定

実務実習指導薬剤師養成ワークショップが福

岡大学で行われ、私も参加させてもらいまし

た。朝8:15受付開始から夕方6時過ぎまで、

分刻みのスケジュールでワークショップが行

われ、18:30 ～ 20:00までの情報交換会では

ビールを片手に、懇親会も行われました。ホ

テルに帰ってからは、初日の印象記を600字

以内にまとめてレポートで、2日目の朝に提

出しました。

　2日目の朝8:30 ～ 17:20まで初日同様、分

刻みでワークショップを行いました。今回参

加者は90名で、1 ～ 3までのグループに30名

ずつ分け、その30名をさらにＡ、Ｂ、Ｃ10名

のスモールグループに分けました。ちなみに

私は3Ｂでした。10名のグループはそれぞれ

の部屋でテーマについて、ディスカッション

を行います。その際、司会・書記・発表の3

人を決めてから行います。

　グループの全員が参加できる様、毎回換え

て行います。私も発表しました。久しぶりに、

1日中缶詰状態で2日間勉強すると、頭や体は

疲れましたが気持ち良く過ごす事ができ、楽

しかったです。グループにも恵まれたと思っ

ています。

　沖縄から参加したのは、各地区から5名の

先生方と病薬からは県立宮古病院と、那覇市

立病院・浦添総合病院・沖縄第一病院の4名

の先生方が参加しました。

　医療技術の高度化、医薬分業の進展等に伴

う医薬品の安全使用といった社会的要請を背

景として、薬学教育が6年制に変更され、専

門教育や実務実習の充実が図られました。医

療人として、質の高い薬剤師の養成を図り、

知識教育に偏ることなく、技能や態度の習得
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アリス薬局　　　　　　　

普久原 隆  　　　　　

も目的としています。実務実習モデル・コア

カリキュラムでは、教育目標として、一般目

標と到達目標を示すとともに、学習方略とし

て個々の到達目標についての学習方法等が示

されています。

　「教育とは学習者の行動に価値ある変化を

もたらすプロセスであり、学んだ事の証はた

だ一つで、何かが変わる事である。」

　今回のワークショップ参加でフィードバッ

クとコーチングの重要性が解りました。

　万人に共通する人生の目的が3つあり、①

自分に潜在する能力をできるだけ引き出す。

②他の人と好ましい人間関係を作る。③他の

人の人生に意味のある貢献をする。との事で

した。学習者は自分がどのようにフィード

バックされるかで、学習の方法と態度を変え

る。評価は人を創る。形成的評価が人を創る。

学習者の到達すべき目標を設定し、教える側

全員がこの目標を理解した上で、教育の方法、

評価法を具体的に作り上げ、学習者が目標に

到達したか、この教育の方法そのものが妥当

であるかなどを評価し、より良いカリキュラ

ムを作り上げていく手法を体得する為の今回

ワークショップ参加であり、その意義が理解

できました。参加型実習の基本である「やっ

て見せて」（目標）、「やらせてみて」（方略）、

「褒めて育てる」（評価）を頭におきながら医

療人の使命でもある良き後輩を育てる為にも

共に育ちながら今後も努力していきたいと

思っています。

研修レポート
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　7月19日、20日の2日間、短い時間でしたが

非常に内容の濃いものでした。参加する前は、

病院薬剤師、大学の講師も参加されるので難

しい院内採用の医薬品等が講義の内容で理解

できなかったらどうしようかと心配でした。参

加してみると薬学的な内容はなく、教育の方法

についての内容がほとんどで安心しました。だ

からといって簡単なものではありませんでした。

　10人で一組のグループを作り、そのメン

バーと討論するのですが、メンバー皆様、志

の高い方ばかりでした。目の前の仕事だけこ

なせば良いと思っているような人は一人もい

なく、現在の薬剤師の仕事、これから薬剤師

になる学生をどうやって支援していくかを真

剣に考えている方々ばかりでした。

　｢私なんか場違いで、参加しても良かった

のだろうか？ ｣と自問自答していました。向

上心について話しているときほかのグループ

のメンバーが「向上心のない人は今日この場

に参加していないですよ。」と発言している

のを聞き「そうだ、私も学びたいからこの場

に参加した、その気持ちは皆と一緒だ。」と

気づき気持ちが楽になりました。

　最初のＳＧＤは他のメンバーと顔合わせ、

ディスカッションになれるための薬学教育と

は関係ないものでした。「砂漠で遭難した時、

必要な物品12個の優先順位を決める」内容で

す。110km離れた町まで自力で行くか、その

場で救援を待つか？それによって必要な物品

は変わります。メンバー皆いろいろな考えがあ

りそれぞれの意見を尊重し討議してひとつにま

とめるのは楽しいけれど難しい作業でした。な

んとかまとめて発表しましたが、午後からは本

格的な薬学教育についての議題になりました。

　2つ目の課題は薬学教育の問題点について

を討議するものです。ＫＪ法を用いてメン

バーで意見を出し合い大きく分けて2つの内

容にまとまりました。6年間の大学教育の内
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ふく薬局 うむさ店　　　　　　　

西坂　順   　　　　　

容に関する問題と、卒後教育の問題でした。

　3～ 5は3つ連続した課題で、1番目が目標、

2番目が方法、最後は評価方法について討議

しました。グループにより内容が違うのです

が、私たちのグループは「1年生対象の早期

職場体験学習について」になりました。

　目標は1年生対象だと知識経験をなにも持

たない学生に薬剤師という仕事がどういうも

のか見てもらい、どんな薬剤師になりたいか

を考えてもらうことを念頭に検討しました。

方法は薬局、病院、企業、役所を具体的にど

のように見学してもらうかを考えます。受け

入れ先の労力を考え、時間、人件費まで検討

しなければならないので大変な作業です。評

価方法はさらに難しくペーパーテストで簡単

に終わるわけではないので、学生同士のＳＧ

Ｄに繋げたり、レポートを書かせるのであれ

ば誰が評価するのか？そこまで検討するのは

大変な作業でした。

　最後の課題は前日に討議した「薬学教育の

問題点」の対策をグループで考えるものでし

た。薬剤師の勤務先と大学の連携を密にして

学生の体験学習、実務実習を充実しモチベー

ションをあげる。メディアに薬剤師がどのよ

うなものか取り上げてもらうように働きかけ、

薬剤師というものが世間にもっと認知される

ようにするといった改善案が検討されました。

　内容の濃いあっという間の2日間で大変有

意義な研修でした。参加させていただきあり

がとうございます。

　今回のみで終わらず、6年の認定期間ごと

にまた研修会に参加できるようになったらい

いなと感じました。

研修レポート
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　認定実務実習指導薬剤師養成ワークッ

ショップは、全てＳＧＤ（スモールグループ

ディスカッション）形式で進行していくこと

は事前に知っていました。私は、ディスカッ

ション形式がとても苦手で、正直始まるまで

憂鬱に感じる部分もありました。

　1題目は、実務実習とは直接関係ないもの

で『砂漠で遭難した時どうするか』という

テーマでビニール、ピストル、コートなど12

品から生き抜くために必要な品を各自順位付

けするというものでした。

　自分が一番重要だとした品が、見方の違い

により一番不必要な品となりました。1つの

テーマでさまざまな意見がでてきて、自分の

中にはない考えをいくつもきくことができま

した。親しみやすい内容により、今までのディ

スカッションに対する苦手意識が、一気に払

拭されました。

　2題目からは医療・薬学教育に関する問題

点を5つにわけＳＧＤを行いました。

　『薬学教育の問題点』　『カリキュラム・学

習目標とは』　『学習方略とは』　『教育評価と

は』　『問題点の対応』について意見を出し合

いました。　 

　その中の1つの問題点として、大学で教え

られていることと現場で求めていることの違

いがありすぎて、実習生や指導員のモチベー

ションが上がらないというものがありまし

た。6年制に変わり、更に共用試験が実施さ

れ始めたことにより、現場の薬剤師が学生に

求めるものが大きくなり過ぎていることも原

因のひとつでした。この時の話し合いで、大

学で知識を学び、薬局・病院などの現場で参

加型実習を行うことで、実務が身につくとい

う役割分担の基本があることを再認識しまし
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ゆい大東薬局　　　　　　　

親川 智史  　　　　　

た。また、実習生のモチベーション低下につ

ながる、大学と現場での違いによって生じる

不安を取り除くためには、大学・病院・薬局

が連携することがとても大切であり、その

3つが集まってワークッショップを開くこと

で、効率よく互いの役割を認識しあう事がで

きると感じました。そして学生の立場にな

り、初心に戻ることも大切なことだと感じま

した。

　今回のワークショップでは、講義を受ける

だけではなく、少人数で議論をしながら教育

手法を学び、一定時間内にカリキュラムプラ

ンニングをしたことにより、自分自身、実務

実習に携わる教育者の一員としての自覚を短

期間で持つことができました。

　今後は大学あるいは地区単位で実施される

実習報告会や連絡会、実務実習アドバンスト・

ワークショップ等にも積極的に参加し、指導

能力の向上や実習の質向上、さらに他薬局・

大学・病院との連携の形成に努めなければな

らないと感じました。

　『やって見せて』（目標）『やらせてみて』（方

略）『ほめて育てる』（評価）という参加型実

習を基本とし、教え育てるだけでなく共に育

つという調和のとれた連携による新しい薬学

教育者を目指します。

　今回このような機会を頂き、とても勉強に

なりました。ありがとうございました。

研修レポート



－ 30 －

おきなわ薬剤師会報　平成27年９･10月号

　先日、福岡で開催された、第52回認定実務

実習指導薬剤師養成ワークショップに参加さ

せて頂きました。事前情報が意図的に「隠さ

れて」いましたから、当日、各県から集まっ

た参加者の中で大変緊張していました。

　今思い返すと、濃厚な2日間でした。分刻

みのスケジュールで、どんどん時間が過ぎて

いきます。ほぼ全員初対面。緊張の自己紹介

(一人15秒の時間制限付き)。小グループに分

かれ何となく席について･･･そこからは高速

ジェットコースターです！

　初日からの内容を細かくレポートしてもよ

いのですが、「事前の知識が必要なくても学

習できる」という一つのキーワードの実践の

ため、内容を隠していたようです。ここはあ

えてジェットコースターの内容をなるべく伏

せておきましょう。これからご参加される方、

ご期待ください。すごいです。ブドウ糖消費

しまくりです。

　一応内容としましては、時間に追いかけら

れるスケジュールの中、「教えるということ

はどういうことか？」「目標の立て方とはど

ういうことか？」を身をもって学んでいきま

す。食事休憩をはさみ、午後が始まり、あっ

という間に日が沈みます。初対面だった方々

とも、議論を繰り返し、ちょっと仲良くなっ

てきたかなぁ、と思ったところで終わってし

まいました。2日間よりも、もっと長い時間

が過ぎているように感じましたが、それだけ

充実していたということなのでしょう。

　皆さんと話をする機会があったのですが、

やはりどの現場の方も深刻な人手不足を感じ

ているようでした。そして、後輩の薬剤師を

育てるということについて、激しい情熱を感

じました。また、ほとんどの方が実務実習生

のモチベーションアップ、やる気を目覚めさ
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豊見城薬局  　　　　　　　

長谷川 幸司 　　　　　

せることに大変苦労されているようでした。

病院勤務の方、薬局勤務の方、大学にて教員

をされている方といろいろな現場でお仕事さ

れている薬剤師が集まっていましたが、皆が

気になるポイントは同じところのようでし

た。また、実務実習はスタッフ全員の協力が

ないと実現できないという意見も一致しまし

た。

　今回たくさんの方々、それも薬剤師同士と

いう環境でたくさんのお話ができたことが、

すごく刺激になりました。製薬企業や病院主

催、Web講座についても言えますが、いわゆ

る勉強会や研修会といったものは講義形式で

「受け身」になります。それは学習をする上

では非常に大切ですし、我々も学生時代に慣

れていますし、一般的だと思います。しかし、

「薬剤師同士が一つの課題について議論する」

というスタイルもすごく刺激的で、効果的な

学習につながるのではないかと感じました。

　沖縄県薬剤師会主催で、一つの議題を決め

て、いろいろな現場の薬剤師10名程度で議論

するような勉強会があれば、参加したくなっ

てしまいます。ぜひご計画頂きたいです。

　「ふるさと実習」として、沖縄県内で実務

実習をする学生も増えているようです。今回

のワークショップで学んだことを生かし、一

人でも多くの学生に「薬剤師がやりたい」と

思わせ、現場に飛び込んできてもらえるよう、

頑張ります。

　素晴らしい講習に参加させて頂き、ありが

とうございました。

研修レポート



－ 31 －

おきなわ薬剤師会報　平成27年９･10月号

　7月19日(日）20日(月）の2日間、福岡大学

にて第48回認定実務実習指導薬剤師養成ワー

クショップに参加させて頂きましたのでご報

告します。

　現在私が勤務している薬局では実習生の受

け入れを実施しており、私自身もその教育に

少なからず携わっております。今回のＷＳ

（ワークショップ）には、今後の資格取得は

もちろんですが、薬学教育のカリキュラムを

より深く理解し実習生に対し今まで以上に充

実した教育を行いたいと思い、参加させて頂

きました。

　ＷＳには九州・沖縄地区から計90名、病院・

薬局・ドラッグストア・大学の職員など様々

な現場で働く薬剤師が参加していました。私

自身は調剤薬局に勤務していますが、普段は

あまり関わることがない職種の方々と、また

違う地域で働く方々と話すことでそれぞれの

現状や環境、問題点などを話し合う貴重な機

会となりました。

　2日間という限られた時間、分刻みのスケ

ジュールの中、教育カリキュラム・教育評価

やその問題点などさまざまなテーマについて

議論し、発表し、討議する、これを薬学教育

という大きなテーマに沿って繰り返してい

く、という流れで進んでいきました。ただし

90名全員で話し合うわけではなく、初めに大

きく30名ずつの3グループに分けられたあと

(このグループが2日間を共にするメンバーと

なります)、さらにそこから10名ずつのスモー

ルグループに分けられます。この10名で様々

なテーマについてＳＧＤ（スモールグループ

ディスカッション）をして発表資料を作成し、

30名のグループの前で発表し、討議する形

となります。ちなみに、1日目の最後のスケ

ジュールとして、参加者90名とＷＳを運営し

第52回認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップ in 九州・福岡報告

クララ薬局　　　　　　　

宮本 直樹  　　　　　

て下さっている薬剤師会の方やタスクフォー

スの方なども参加しての情報交換会があり、

そこでは食事と少々のアルコールも用意され

ています。初対面の人間が集まって1日目の

スケジュールをこなした後のビールは、緊張

や疲れから解放され、交流を深めるという意

味でも格別においしいのですが、そのあとホ

テルに帰ってから次の日の朝までに初日のレ

ポート作成という鬼の宿題が課されています

ので、今後ＷＳに参加される方は情報交換会

での飲みすぎにはくれぐれも注意しましょう。

　このＷＳでは、教育とは“学習者の行動に

価値ある変化をもたらすこと”と捉え、学習

者の到達すべき目標を設定し、教育者はそれ

を理解し、教育方法や評価方法を作り上げ、

学習者が目標に達成したか、また教育方法そ

のものが妥当であったかどうかを評価し、そ

れをフィードバックしながらより良いカリ

キュラムを作り上げていく手法を学ぶことが

目的となります。

　カリキュラムは目標・方略（学習方法)・

評価の3要素からなります。目標設定は、こ

れから学ぼうとすることを理解することだけ

でなく、高すぎず低すぎず設定することで学

習者のモチベーションを高める効果もありま

す。方略（学習方法）には講義形式や体験型

学習など様々な方法があり、目標に合った方

法を選択することが重要です。評価は、学習

者の達成度を測ることができるだけでなくそ

れをフィードバックすることでさらなる理解

を深めたり、達成できなかったことの再学習

研修レポート
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などを促すことが出来ます。さらに評価は学

習者だけでなく、教育者の成長にも繋げるこ

とが出来ます。このように3要素がうまくお

互いに関連し合うことで教育の質は上がり、

学習者・教育者の両者ともに成長することが

出来ます。

　“教育とは学習者の行動に価値ある変化を

もたらすこと”とありましたが、今回ＷＳに

参加させて頂いて、教育に対する私自身の考

え方に変化があったと思いますし、これが学

んだことの証だと思っています。今後、実務

実習を通して後輩薬剤師を育て、自分自身も

学生と共に成長できるような指導薬剤師に

なっていきたいと思います。

　最後になりましたが、今回のＷＳに参加す

る機会を与えて下さった薬剤師会の方々、Ｗ

Ｓを運営されている関係者の方々に深く感謝

して、私からの報告とさせて頂きます。あり

がとうございました。

薬剤師法第1条

　薬剤師は、調剤、医薬品の供給その他薬事

衛生をつかさどることによって公衆衛生の向

上及び増進に寄与し、もって国民の健康な生

活を確保するものとする。

　今回の会議での大まかな内容としては、イ

ンターネット販売・対面販売の遵守事項の徹

底と比較、確認（覆面調査員による確認）の

報告が主です。

＜内容＞

　平成25年以降の一般用医薬品販売に関する

規制が変わり、インターネットでの第1類医

薬品の薬剤師による販売の許可、要指導医薬

品カテゴリーの新設となった。

平成27年度一般用医薬品等担当者全国会議参加報告

　　　　　　　　　　日時：平成27年 9 月10日(木）13:00 ～ 16:00

　　　　　　　　　　会場：フクラシア東京ステーション（5階Ｈ会議室）

地域保健開局委員会　　　　　　　

盛本 直也   　　　　　

会議レポート

○要指導医薬品カテゴリーの新設理由

　ネット業界では医療用医薬品の分野まで

ネットでやり取りができるようにしていく考

えがある。それを受けて、やはり薬は薬剤師

がきちんと対面で説明し販売する、調剤する

ことが必要であるということを守る目的で第

1類とは別に要指導医薬品というカテゴリー

を新設した。このままネット販売の勢いが止

まることなく進んでいくと、我々薬剤師の存

在価値すら危ぶまれてくる。実際に登録販売

者制度が始まりドラッグストアから薬剤師の

姿が減っていることは事実である。今後医療

用医薬品までネットでやり取りされるように

なると、調剤薬局の存在価値もなくなり、薬

剤師の役割もなくなっていくということであ

る。それを阻止するためにも、調剤薬局での

一般用医薬品の販売推奨、第1類、要指導医



－ 33 －

おきなわ薬剤師会報　平成27年９･10月号

薬品の販売を通して薬剤師法第一条の徹底、

薬剤師の意識の改革を行っていきたいという

ことである。

　昭和50年代までは、薬局が地域の医療の拠

点として活躍していたが、それ以降は医薬分

業が進むにつれ、本来の薬局としての機能が

調剤のみになってしまっている。薬剤師とし

ての本来の姿である薬剤師法第一条をもう一

度この機会に見直す必要があるのではないか。

○覆面調査報告

　日本薬剤師会としては、医薬品販売は対面

販売を基本とする旨を提示し、インターネッ

ト販売を制限する方向で動いている中でネッ

ト業界からの現場での対面販売の適切な対応

がなされていない。具体的には、名札がない

（薬剤師かわからない）、薬剤師以外のものが

販売している、文章による説明がなされてい

ない、本人確認や併用確認、副作用確認など

の確認事項がなされずにただ販売していると

いう方向があり、このような状況ではネット

販売しても問題ないとの指摘があり、それを

受け日薬としても覆面調査を依頼しその結果

をもとに指導に力を入れている。覆面調査と

聞くと嫌な思いをするかもしれないが、適正

に販売し、薬剤師の存在価値を高めていくう

えでも必要であると認識する。

　実際の報告内容ですが、インターネット

販売の不適正と判断されたサイトは全体の

0.3％、対面販売での資格者確認・説明が十分・

理解度の確認など合計すると平均90％。この

数字から見てもネット販売はきちんと対応で

きているが、対面販売の数位は90％とはいえ、

ネット販売には及ばない状態になっている。

この数字をもとに、今後、ネット販売業界は

攻勢をかけてくると考えられるため、今後も

覆面調査を行いながら適正化に向けて進んで

いく。

○第1類・要指導医薬品販売時確認事項・提

　出事項

　・販売記録の作成

　・販売した店舗、連絡先、販売者の氏名の

　　記載された配布物

　・添付文章・文章による説明

などの徹底。

○指定第2類医薬品販売に関する注意喚起事項

　厚生労働省が指定する成分の含まれる医薬

品の販売に立ちする対応方法。

　掲示物・販売記録などは日本薬剤師会ホー

ムページよりダウンロード可能。

＜参加しての感想＞

　薬剤師としての本来のあるべき姿、今後求

められてくる姿、それはかかりつけ薬剤師・

かかりつけ薬局と厚労省も提示しているよう

に、地域に根差す薬剤師であること。そのた

めには、調剤の薬だけではなく、薬剤師法第

一条の「薬剤師は、調剤、医薬品の供給その

他薬事衛生をつかさどることによって公衆衛

生の向上及び増進に寄与し、もって国民の健

康な生活を確保するものとする。」に立ち返

り、本来の薬剤師としての役割を果たしてい

かなければ、今後、薬剤師の働く場所が狭ま

る可能性が出てくることは近い将来確実にそ

のようになると感じた。今後、調剤薬局でも

一般用医薬品の販売を進めてくる中で、薬剤

師会としてもこのような情報の提供や注意喚

起などに力を入れていく必要があると思う。

　また、他県での取り組みも参考にしながら

薬局が一般用医薬品の仕入れなどのシステ

ム・ネットワーク（備蓄センターなど）を設

置することで、薬剤師会の会員であるメリッ

トを打ち出せば薬剤師会の存在価値も高ま

り、会員になるメリットも出てくるのではな

いか。会員数を獲得するためにもよいチャン

スかとも感じた。
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　平成27年8月31日日曜日、午後1時より、サ

ンエー那覇メインプレイス3階で、健康とお

くすり相談会が開催されました。私にとって

は初めての参加でした。

　当日、お話を聞きに来た方の数は40名弱、

お盆が終わったばかりだからか、比較的にメ

インプレイス内のお客さんが少なかった印象

を受けましたが、前回と同じくらいの方が相

談に来て下さいました。

　相談会では、脂肪、筋肉量をIn Bodyを用

いて測定、血圧の測定を行った後、それぞれ

のデータを参考にした生活指導、簡単な問診

などを行いました。　

　私が指導した中で、印象に残った方につい

て、何名か記述してみたいと思います。

○60代　女性

　一昨年くらいから食事量が増えた。太っ

てきていることに自覚はあるが、医者から

怒られるのが嫌で、健康診断を受けるのは

1年前からやめている。

→　メタボリックシンドロームは糖尿病

にもつながること、より適切で具体的な

アドバイスをもらうためにも、健康診断

を受けたほうがいいと指導し、ダイエッ

ト外来の受診も検討してみてはどうかと

伝えた。

○40代　女性

　眼圧を下げる目薬と、鉄分を補うサプ

リメントを服薬しているとのことだった。

BMI、体脂肪率ともに標準レベルだったが、

本人は健康診断で高コレステロールを指摘

されたことを気にしていた。

第123回健康とおくすり相談会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：平成27年 8 月31日(日）13:00 ～ 16:00

　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：サンエー那覇メインプレイス 3 階

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：那覇地区薬剤師会

ハープ薬局　照屋 勇人   　　　　　

月例相談会

■健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）

　○川満 直紀 　○姫野 耕一 　○渡具知 一枝

　○吉田 洋史 　○鈴木 一徳 　○姫野 さやか

　○照屋 勇人 　○盛本 直也

→　具体的な数値については不明だが、LDL、

HDLともに高かったとのことなので、あま

り大きく気にする必要はないと説明した。

○30代　女性

　体脂肪率が高く、産後2か月ということ

もあり、どういう風に生活改善をすればい

いのか教えてほしい。

→　初産だったということで、まだ生活リ

ズムも安定しておらず、今の時点で言え

ることはあまりないと判断したが、食事

は規則的にしたほうが良く、間食を減ら

すようにとだけ説明した。

　他にも、興味本位で骨格筋量を計りに来た

ような20代の男性や、生活習慣を改善して次

回の相談会でリベンジをしたいという40代女

性など、ユニークな方も多く、医師の診察を

受けない、普段の生活を行っている方々の話

を聞けたのは良かったと思います。

　薬歴や処方箋、お薬手帳などの手がかりが

ほとんど無い状態での生活指導、服薬指導は

初めてのため、正直何を話せばいいのかわか

らず心配していました。しかし、一緒に参加

した先生方の助けもあり、あまり緊張するこ

となく対応できたかと思います。

　一方で、相談に来た方へのフォローについ

て不十分に感じたことも多く、食事や運動、生

活習慣への指導なども含め、今後の薬剤師とし

ての職能を磨く課題にしたいと感じました。
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　平成27年9月15日火曜日、午前11時から午

後4時まで、イオン南風原店イベント広場にお

いて、南部福祉保健所主催の健康展が開催され

ました。南部地区薬剤師会も昨年度より共催

しており、今回は南部地区薬剤師会が来賓挨

拶の当番にあたり、私、新垣が挨拶しました。

　今年の健康展は、食生活改善推進員連絡協

議会南部支部、南風原町役場国民年金課、沖

縄県栄養士会、南部福祉保健所が、特色を凝

らしたブースを設置し、来客者をお迎えしま

した。地区薬剤師会も脈波計、一酸化炭素呼

第124回健康とおくすり相談会報告

　　　　　　　　　　　 日時：平成27年 9 月15日(火）11:00 ～ 16:00

　　　　　　　　　　　 場所：イオン南風原店イベント広場

　　　　　　　　　　　 担当：南部地区薬剤師会

月例相談会

■健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）

　○照屋 秀子　○金城 絵理子　○新垣 秀幸

　○実習薬学生（上地 美穂・仲程 桃華）

気検査計を設置し、薬と健康の相談、禁煙、

副流煙の相談を受け付けました。一酸化炭素

の測定に関しては、南部福祉保健所の比嘉先

生より機器の提供があり、共同で測定を行い

ました。薬学生実務実習期間ということで実

習生2人、イオン南風原店調剤薬局の管理薬

剤師である金城絵理子先生も参加してくれま

した。薬剤師会ブースは人が途切れることが

ありませんでした。南部地区薬剤師会として

は、行政と連携した相談会として、得るもの

が多いイベントとなりました。

来客者135名・脈波系　　3名(スタンプラリー提出者）

・呼気検査 50名(スタンプラリー提出者）

　　　　　   ・相談者　 10名

　去る10月3日に在宅医療推進のための地域

における他職種連携研修が、南部地区医師会

多目的ホールで、医師、看護師、介護支援専

門員、保健師、支援相談員、包括支援センター

長等々、他職種参加のグループワークでの研

修会が開催されました。

　推進委員会委員長の湧上民雄医師より、こ

の研修会の目的の一つは、在宅医療にかかわ

る他職種の顔を覚えることが一つの目的と挨

拶があり、第一病院の大城清先生の司会進行

で研修会が始まりました。

　今回の研修会は、グループワークによる症

例検討を2題、ＫＪ法を用いてグループワー

　　在宅医療推進のための地域における他職種連携研修会

　　　　　日時：平成27年10月 3 日(土）13:00 ～ 17:00

　　　　　会場：南部地区医師会 2 階 多目的ホール

地区だより

クが行われました。他に2例の症例が紹介さ

れ、55名7グループで検討会が行われました。

　薬剤師、医師の参加が少なかったのですが、

症例2例目より3名の医師も加わり研修会は、

盛況に閉会しました。

南部地区薬剤師会

会長　新垣 秀幸

南部地区薬剤師会

会長　新垣 秀幸
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　去る7月29日から8月1日までの4日間、沖縄

県立玉城青少年の家で小児糖尿病サマーキャ

ンプが開催された。今回、私は7月29日から2

日間参加した。参加を決めたきっかけは、同

じ職場の先輩からの勧誘。当初はお試し参加

といった感覚だった。

　病院薬剤師として働き始めて3年。病棟で

も糖尿病の患者さんとお話しする機会はあっ

たが、なかなか1型の糖尿病患者の方とはお

会いできず。小児で1型糖尿病の方ってどん

な子たちなのだろう？日常ではやはり不便が

あるのだろうか？一緒に楽しめるかな？そん

な不安が頭の中を廻っている状態でのスター

トだった。

　参加者（以下、キャンパー）に会って最初

に感じた事は、同世代の子供たちと何も変わ

らないということ。就学前の子供たちは走り

回り、本当に元気いっぱい。糖尿病であるこ

とを感じさせるのは、食事前の血糖測定とイ

ンスリンを打つ時くらい。インスリンの手技

だって、小さい子もお母さんと一緒に練習し

ていたりする。糖尿病を受け入れ、うまく付

き合っている子供達の姿が印象的だった。

　参加できた2日間は、一緒にレクリエーショ

ンや食事をしながらインスリンの手技やカー

ボカウントの考え方を勉強した。カーボカウ

ントとは、食事に含まれる炭水化物の量のみ

から算出されるインスリンの必要量のこと。

たんぱく質や脂質は血糖に影響しないため、

インスリン量を簡便に計算できるというメ

リットがある。私も計算してみたが、案外難

しい。管理栄養士さんも交えながら一緒に勉

強した。

　そんな中、2日目にアクシデントが発生。

この日は朝から海水浴。本当に海日和という

言葉がふさわしい、真っ青な空、照り付ける

太陽、そんな天気だった。ひと泳ぎした後、

浜辺で昼食となったのだが、昼食前のインス

リン量を多めに注射してしまった子がいたの

沖縄県小児糖尿病サマーキャンプに参加して

　　　　　

琉球大学医学部附属病院　　　　　　　

古謝 さなえ   　　　　　

投稿

だ。彼は寝不足も重なり、その日は朝から血

糖が高め。朝食前のインスリンも通常より多

かったようだ。昼食時もいつも通りの血糖値

を目標とし計算したため、多めのインスリン

を打ってしまったとのこと。キャンプ中は、

計算して求めたインスリン量の答え合わせを

医師と行った後、インスリンを投与する約束

となっていたのだが、担当の学生と本人の判

断で確認前に打ってしまったのである。この

時、彼のグループを担当していた私をはじめ

とする医療者は、彼らから離れた場所で、他

のキャンパー達の答え合わせを聞いていたた

め目が届いていなかった。‘全体を見渡す’

ことは思った以上に難しい。その後は、低血

糖の症状に即対応できるよう、補食を取るよ

う声掛けをしながらレクリエーションを進め

ていった。少し眠そうな表情が見られること

もあったので心配したが、彼の普段の低血糖

を自覚する症状は足のむずむず。その症状は、

私がその日キャンプの参加を終了するまで現

れることはなく、安心した。海水浴やスイカ

割り、子供たちは最後まで楽しそうだった。

　2日目の夕食までキャンパー達と一緒に過

ごし、私の短い糖尿病小児キャンプの参加は

終わった。子供たちのインスリンの手技を確

認したり、低血糖症状に注意したり…病棟で

お会いする患者さんとは少し違う1型の子供

たち。経口薬の話をすることはあっても、イ

ンスリンの手技を実際に見るのは初めてだっ

たので、子供たちから教えてもらう部分もあ

り新鮮だった。翌日通常業務をこなしながら

考えたことは、自分の体力のなさ。来年は子

供たちと一緒にもっと楽しめるよう、体力も

つけていこう、そんなことを考える今日この

頃である。
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平成27年度沖縄県薬剤師会新入会員

（平成27年4月1日～平成27年9月30日入会分）

　　　氏　名　　　　　　　　　　施 設 名 称　　　　　　　　　　　　　出 身 校

新　井　　　滋

池　田　武　俊

伊　藝　義　夫

糸　満　竜　樹

岩　松　年　隆

上　里　美矢子

上　原　千　佳

宇　良　和佳子

小　野　加那恵

嘉　陽　正　樹

韓　　　明　姫

北　池　律　文

儀　間　祐　希

古　謝　さなえ

榊　原　愛　弓

阪　本　崇　彰

佐次田　　　聖

七五三掛　弘江

新　里　　　裕

平　良　清　次

高志保　多恵子

渡嘉敷　　　彰

徳　山　辰　彦

渡　口　順　子

中　野　将　仁

中　村　克　徳

中　村　昌　義

新飯田　和　典

比　嘉　智　子

樋　山　裕　子

平　川　綾　子

福　田　　　篤

福　間　　　香

古　堅　恵　利

帆　足　拓　馬

又　吉　敬　子

三　上　幸　枝

盛　島　明　隆

森　山　元　子

安　田　泰　行

屋比久　哲　仁

山　本　華　代

とくりん薬局 城間店

ふく薬局 名護店

マツモトキヨシ なかぐすく店

ぐすく薬局 

アイン薬局 知花店

会営薬局うえはら 

介護老人保健施設 西原敬愛園 

ひが薬局 美里店

スマイル薬局 古島店

ゆい大東薬局 

ふくぎ薬局 

ＪＲ九州ドラッグイレブン薬局 読谷店

こくら虹薬局 

琉球大学医学部附属病院薬剤部 

そうごう薬局 安里店

あにも調剤薬局 

さしだ薬局 曙店

いちご薬局 

北部地区薬剤師会会営薬局 

ミント薬局 豊見城店

すこやか薬局 久米店

オアシス薬局 

かりん薬局 

いずみはら薬局 

そうごう薬局 壺川店

琉球大学医学部附属病院薬剤部 

ハープ薬局 つかざん店

沖縄刑務所 

ぎのざ薬局 

ゆい薬局 知花店

なははくあい薬局 

ゆい薬局 

ハート薬局 あかみち店

病院前薬局 

そよ風薬局 松川店

保険薬局プラネット まかび

すこやか薬局 泡瀬東店

宮古島リハビリ温泉病院 

なでしこ薬局 

すこやか薬局 田原店

ことり薬局 

さわやか薬局 

東京薬科大学

明治薬科大学

昭和薬科大学

静岡県立大学

日本大学

第一薬科大学

明治薬科大学

神戸学院大学

第一薬科大学

北海道医療大学

昭和大学

近畿大学

徳島文理大学

昭和薬科大学

名城大学

神戸薬科大学

第一薬科大学

近畿大学

名城大学

北陸大学

東日本学園大学

東日本学園大学

東京薬科大学

昭和薬科大学

東京薬科大学

北海道大学

昭和薬科大学

摂南大学

星薬科大学

昭和薬科大学

名城大学

日本薬科大学

第一薬科大学

城西国際大学

明治薬科大学

昭和薬科大学

北里大学

昭和薬科大学

福山大学

帝京大学

北海道医療大学

第一薬科大学

（五十音順、敬称略）
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会員にかかる弔事に関する薬剤師会への連絡について

会員及び一親等の親族のご不幸は、沖縄県薬剤師会へ御一報下さい。

（香典・生花等の手配があります）

※各地区、各支部及び、友人、知人の方、御一報よろしくお願いします。

　　　　　　【連絡先】県薬事務局（前原・大城）：098-963-8930

慶 弔 規 定（一部抜粋）

昭和59年 4 月 1 日　実　　施

昭和62年 4 月 1 日　一部改正

平成27年10月10日　一部改正

 （死  亡）

第2条  会員・役員・職員およびその家族が死亡したときはつぎの区分に基き新聞広告、

　 香典および生花を贈る。

　 (1）役員・会員・職員

　　　　　新聞広告、香典5,000円（三役10,000円）、生花1対

　 (2）役員・会員・職員の配偶者および実父母子

　　　　　香典5,000円、生花1対

　 (3) (1)以外の新聞広告については希望により喪主側の経費負担で掲載することが  

　　　 できる。但し配偶者および一親等の範囲とする

　 (4）関係団体・元正副会長・顧問・相談役等については会長が決める

2　第一項でいう役員とは定款の定めるところによるものとする。
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●インフルワクチン：乳児、中学生に予防効果なし （毎

日新聞 8月30日）

インフルエンザのワクチンを接種しても、6～ 11カ月の

乳児と13～ 15歳の中学生には、発症防止効果がないと

の研究成果を、慶応大などの研究チームが米科学誌プロ

スワンに発表した。4727人の小児が対象。2013年11月～

14年3月、慶応大の22関連医療機関を38度以上の発熱で

受診した6カ月～ 15歳のデータを分析。その結果、6～

11カ月では、患者が最も多かったＡ型で発症防止効果が

みられなかった。13～ 15歳は、Ａ型もＢ型も効果がな

かった。Ｂ型は、全年齢で26％しか効果がないとの結果

になった。

●がん患者　薬副作用、悩み増加　調査、10年前と比較 

（毎日新聞 9月9日）

全国のがん患者や経験者約4000人に悩みなどを聞いた結

果、10年前に比べ薬による副作用や後遺症の苦痛に関す

る悩みが増えていることが、静岡県立静岡がんセンター

などの調査で分かった。「心の悩み」の割合は減少した

ものの、全体では最も多いままだった。調査は、2013年

に全国76医療機関と患者団体の協力を得て実施。選択式

の質問のほか自由記述で集まった9775件の声を▽診療上

の悩み▽身体の苦痛▽心の悩み▽暮らしの負担　　の四

つに分類した結果、心の悩み（36.6％）が最も多く、身

体の苦痛（22.8％）、暮らしの負担（22.0％）、診療上の

悩み（18.6％）と続いた。グループは「抗がん剤治療を

外来で受ける患者が増え、新たな副作用や通院治療によ

る苦痛が増えているのではないか。緩和ケアの浸透に向

けた一層の努力が必要だ」と分析している。

●かぜ薬28万個を自主回収　第一三共、有効成分不足

（共同通信 9月10日）

第一三共ヘルスケアは9日、かぜ薬「ルルアタックＦＸ」

と「新ルル－Ｋ錠」のうち2013年8月以降に全国に出荷

した一部製品、計28万1535個を自主回収すると発表。せ

きを鎮める有効成分が承認規格を下回っている可能性が

あるため。原因は調査中としている。

● ｢睡眠薬」処方減らず　規制強化後も　抗不安薬を流

用 （毎日新聞 9月14日)

医療機関が1人の患者に3種類以上の睡眠薬を処方すると

診療報酬を大幅に減らされるようになった昨年4月以降、

「抗不安薬」に切り替えて同じ量を処方するケースが横

行していることが、医療経済研究機構などの研究チーム

による調査で分かった。精神科では、有効性を示す医学

的証拠がないにもかかわらず、患者の求めに応じて睡眠

薬などを多量に処方することが問題になっている。チー

ムが11年4月～ 14年11月に全国の調剤薬局317店で扱われ

た処方箋延べ約110万枚を分析したところ、睡眠薬の大

半を占めるグループの薬を推奨量の3倍以上処方された

患者の割合は3年8カ月の調査期間中に0.7％しか減って

いなかった。14年の規制強化後に限っても0.3％の減少

にとどまった。一方、3種類以上の睡眠薬処方で診療報

酬減算の対象となった患者の割合は、14年の規制強化か

らの8カ月で4.2％から2.4％に大きく減っていた。睡眠

薬は2種類以下とし、代わりに同じグループに入る抗不

安薬を処方されている患者が増加したとみられる。

●薬局での唾液による口腔内環境チェック可能に （薬局

新聞 9月16日）

経済産業省は1日、薬局店頭における唾液による口腔内

環境チェックについて、歯科医業に該当しないこと及び

製品の使用も体外診断用医薬品に該当しないことを明ら

かにした。経産省は「薬局を通じ口腔内の環境をチェッ

クすることが可能になり、セルフメディケーションによ

る健康長寿社会の実現につながることが期待される」と

しており、薬局店頭における口腔内環境チェックの進展

に期待を寄せている。なお、スイッチＯＴＣ検査薬の議

論の中においても、侵襲性のない行為として「尿・糞

便・鼻汁・唾液・涙液」の5項目の検査があげられており、

製品及び製品の運用に関する付随行為の取扱いが明確に

なったことで、検体測定室などでの運用が期待される。

●高齢者の誤飲事故165件　薬の包装シートが最多 （共

同通信 9月17日）

消費者庁は16日、65歳以上の高齢者誤飲事故の情報が

2009年9月～今年7月の約6年間で計165件寄せられたとし

て、注意を呼び掛けた。認知症や判断力が下がった人が、

食べ物と思い込んで口に入れるケースも目立ち、25人が

入院して治療を受けた。製品別内訳では、薬の包装が69

件と最も多かった。薬の包装の誤飲は、1錠ずつ小分け

にしたアルミ製などのシートで目立った。漂白剤や乾燥

剤はペットボトルなど食品用容器に移したものを誤飲し

た事例が多い。（詳細は消費者庁ＨＰおよび次頁）

●かかりつけ薬局機能、約8割が「在宅」挙げる （薬事

日報 9月17日）

日本保険薬局協会（NPhA）は10日、かかりつけ薬局に関

するアンケート調査結果を発表した。調査は、NPhA会員

薬局を対象とし、2621薬局から回答を得た。調査では今

後かかりつけ薬局として必要な機能について聞いた。そ

の結果、「在宅への取り組み」が78.9％で最も多くなった。

次いで、「健康相談窓口」の54.9％、「患者情報の一元管理」

の53.9％が半数を超えた。ＯＴＣ薬の取扱品目について

は、「1～ 100品目」との回答が約8割を占めた。

●武蔵野大　登録販売者の受験を支援－OTCの知識深

める狙い（薬事日報 9月18日）

武蔵野大学薬学部は、在籍する1～ 4年の薬学生を対象

に、登録販売者試験の受験支援を開始、東京都で受験

した場合の受験料1万3600円を上限に、大学側が費用を

支給する。今月13日には、約140人の学生が受験した。

2015年度から登録販売者試験の受験資格が見直され、学

歴や実務経験など従来の要件は全て撤廃されたことか

ら、薬学生の受験支援に踏み切った。社会に出て、セル

フメディケーションを支援できる薬剤師になるために、

登録販売者試験の受験勉強を通じて、一般用医薬品に関

する知識を深めてもらうのが狙い。
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○医薬ジャーナル　51巻 8号
＊特集：個別化医療とコンパニオン診断薬を取り巻く

現状と問題点　

・食物アレルギー患児の経口免疫療法への薬剤師の参

画 （p.107）

・注目論文を読み解く（41） （p.160）

　1．過剰なコンプライアンスによりカペシタビンで

の手足症候群が悪化

　2．リトナビル併用でオランザピンの血漿中濃度が低下

　3．フルボキサミンにより白内障を呈した若年患者

　4．オンダンセトロン併用でトラマドールの鎮痛効

果が減弱

　5．セルフメディケーションでの薬物有害反応によ

る入院

　6．カペシタビンとワルファリンの相互作用による

肝障害の可能性

○医薬ジャーナル　51巻 9号
＊特集：高齢者医療におけるサルコペニア・フレイル

対策

・連載：リスクマネジメント～院内での薬剤師の活動

～（100）腎機能に応じた薬剤適正使用への取り組

みによる効果 （p.134）

・注目論文を読み解く（42） （p.164）

　1．薬物相互作用による入院／来院の発生率

　2．オキシメタゾリン点鼻による心筋梗塞

　3．リラグルチドによる多発性関節炎

　4．ランソプラゾールとメトロニダゾール併用によ

る黒毛舌

　5．アルコール併用によりオセルタミビルの活性体

への代謝が低下

　6．ニカルジピンまたはアムロジピン併用でシクロ

スポリンの血中濃度が上昇

○医薬品情報学　17巻 2号
・［原著］常用量以下の暴露量における全身性副作用の

用量依存性の推定 （p.19）

○エキスパートナース　31巻 9号　
＊特集：「この薬」と「あの薬」 キケン！ 「配合変化」

と「相互作用」

＊特集2：根拠に基づく「転倒予防」Q&A

○きょうの健康　9月号

＊特集：筋肉を鍛えて　転倒・寝たきり予防

○きょうの健康　10月号
＊特集：脳卒中　徹底解説

＊特集2：新たな国民病　慢性腎臓病

○月刊薬事　57巻 8号（臨時増刊号）　

＊専門・認定薬剤師ガイド

○月刊薬事　57巻 9号　
＊特集：高齢者の静脈栄養法

・適応拡大クローズアップ　静注メトロニダゾール 

（p.111）

・病態を正しく見抜く！臨床検査値ケースファイル

［12］73歳女性　主訴：腰痛、高蛋白血症 （p.120）

・適応外使用の処方せんの読み方（62）月経の人工移

動（p.147）

○月刊薬事　57巻 10号　
＊特集：スペシャルポピュレーションのがん薬物療法

・深読み添付文書［6］医薬品の開発戦略と効能・効果 

（p.143）

・病態を正しく見抜く！臨床検査値ケースファイル

［13］　61歳女性　主訴：嘔気、腰背部痛、全身倦怠

感（p.150）

・適応外使用の処方せんの読み方（63）家族性地中海

熱 （p.171）

○産科と婦人科　82巻 8号　

＊特集：PIH既往女性の生活習慣病リスクとヘルスケア

○産科と婦人科　82巻 9号　

＊特集：胎盤のバイオマーカー

○産科と婦人科　82巻 10号　
＊特集：婦人科悪性腫瘍治療に対するドラッグリポジ

ショニングの幕開け―既存薬に秘められた新たな可

能性

○総合診療　25巻 9号　
＊特集：診断ピットフォール10選　こんな疾患，見逃

していませんか？

○総合診療　25巻 10号　
＊特集：ここを知りたい！頭部外傷初期対応・慢性期

ケア

○調剤と情報　21巻 9号
＊特集：RMP入門―ゼロからわかる医薬品リスク管理

計画

・新薬くろーずあっぷ：ゼルボラフ錠240mg （p.41）

・処方監査や疑義照会で検査値を使いこなす（11）

CKD患者の検査値で「基準値」と「目標値」の違い

を知ろう（p.63）

・医薬品適正使用のための 処方せんからみたファーマ

シューティカルアセスメント

　動悸（ドキドキする）－前編－（p.72）

・化学療法の７日後に下痢、副作用のサイクルをとら

今月の特集・論文

Medical Magazines titles

＊薬事情報センターで購読している雑誌の中より文献情報を掲載しました。
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今月の特集・論文

Medical Magazines titles

えて服薬指導 （p.100）

・気になる薬のQ&A：アピキサバン （p.113）

○調剤と情報　21巻 10号

＊特集：腎臓病　薬物療法ベーシック

○調剤と情報　21巻 11号
＊特集：認知症の早期発見と治療・ケア

・処方監査や疑義照会で検査値を使いこなす （12）

　末梢動脈疾患（PAD）の診断に用いる血管の検査と

検査値 （p.75）

・医薬品適正使用のための 処方せんからみたファーマ

シューティカルアセスメント動悸（ドキドキする）

－後編－（p.85）

・薬局ヒヤリ・ハットなくし隊がゆく（60） 暗黙の了

解が軟膏の誤調剤につながった！ （p.105）

・新薬くろーずあっぷ：ロゼックスゲル0.75％ （p.115）

・気になる薬のQ&A：エルデカルシトール （p.121）

○治療　97巻 8号

＊特集：研修医の育て方＠診療所

○治療　97巻 9号
＊特集：総合診療医も出会うよくある眼科疾患を知ろ

う！

○日経ドラッグインフォメーション　214号
＊特集：特集　どうなる？ 無資格調剤　　　

・服薬指導　ＳＧＬＴ２阻害薬それぞれの特色は

（p.PE005）

・医師が語る処方箋の裏側　ビクトーザを週３回投与

で　処方した理由（p.PE007）

・ケースで学ぶプレアボイド　メイアクトが処方され

た妊娠８ヶ月の女性他 （p.PE017）

・知っていてほしい注目論文　小児喘息患者への吸入

ステロイドは成長に影響がするか？（p.PE021）

○日経ドラッグインフォメーション　215号
＊特集：骨粗鬆症マネジメント　　　

・服薬指導　胃全摘患者に処方されたＰＰＩ（p.043）

・服薬指導　イメンドとプロイメンドの違い（p.PE001）

・服薬指導　乾癬型薬疹を生じる生活習慣病の薬

（p.PE005）

・医師が語る処方箋の裏側　サイアザイド系利尿薬を

ループ利尿薬に変えた理由 （p.PE007）

・ケースで学ぶプレアボイド　血清カリウム低値の患

者にダイアートが処方他 （p.PE017）

○日経メディカル　572号
＊特集：飲み薬だけで治せる　C型肝炎診療　新時代

到来

○日経メディカル　特別編集版

＊特集：再考迫られる冠ステント後の抗血小板療法

○日経メディカル　573号
＊特集：新専門医制度　15の疑問

・私の処方　睡眠薬の減薬・休薬法

○日経メディカル　574号

＊特集：ヒヤリとしたあの瞬間 （p.PE001）

○日本医事新報　4763号
＊特集：脳卒中リハビリの今

・質疑応答～内科：スタチンによるCK上昇への対応 

（p.62）

○日本医事新報　4764号
＊特集：わが国における埋込み型VAD治療の現状

・質疑応答～精神科：症状によるベンゾジアゼピン系

薬の効果の違い （p.60）

・質疑応答～内科：感染症：沖縄における夏期のイン

フルエンザ流行とその理由（p.63）

・質疑応答～微生物学：帯状疱疹後の持続的な痒みの

原因（p.66）

○日本医事新報　4765号
＊特集：チームワークによる虚血性心疾患マネジメン

ト

○日本医事新報　4756号
＊特集：大気汚染による呼吸器・循環器疾患は増加し

ている

・質疑応答～内科：糖尿病：低血糖発作の治療法（p.61）

○日本医事新報　4757号
＊特集：大気汚染による呼吸器・循環器疾患は増加し

ている新しい経鼻内視鏡による内視鏡診断のパラダ

イムシフト

・質疑応答～精神科：抗精神病薬服用者の肥満 （p.65）

○薬局　66巻 8号　
＊特集：慢性痛の漢方治療

・慢性痛に用いる漢方薬の服薬指導 （p.79）

○薬局　66巻 9号　
＊特集：ベッドサイドの医療機器

・投与ルート内の薬物－薬物間相互作用と薬物－薬物

相互作用と薬物－医療材料間相互作用（p.65）

○The Medical Letter　31巻 5号　

・不眠症治療薬スボレキサント（Belsomra ） （p.29）

○The Medical Letter　31巻6号　
・ADHD治療薬 （p.37）

・ADHDおよび糖尿病性黄斑浮腫の治療に用いるVEGF

阻害薬 （p.41）
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 医薬雑誌ひろい読み
Medical  Magazines Browsing

RMPの概要と利用

調剤と情報　8月号
　2013年4月からスタートした「医薬品リスク管理
計画（RMP:Risk management Plan)」は製薬企業が
作製する文書であり、新医薬品およびバイオ後続
品についてはRMPの策定が義務付けられている。こ
れまで副作用等を添付文書等に記載していたが、
薬剤そのもののリスクを低減させる方策とは言い
難いものであった。RMPは医薬品の開発段階から製
造販売後の全ての期間において、ベネフィットと
リスクの評価・見直しが行われ、より明確な見通
しをもった製造販売後の安全対策の実施が可能と
なることを目的としている。RMPでは個別の医薬品
毎に次のように策定されている。1.安全性検討事
項 2.安全性監視計画 3.リスク最小化計画。医薬
品安全性監視活動とリスク最小化活動において、
承認審査等の過程で「追加の活動」の実施が必要
と判断された場合には、その内容を含むRMPがPMDA
のウェブサイトで公開されている。医療現場の薬
剤師にとって重要な情報であるRMPだが、作成元の
製薬企業MRの認知度や活用頻度は未だに低い印象
を受ける。RMPを育てるのは現場の薬剤師であり、
さらにそれを評価する事が今後のRMPの課題である。

日本医科大学武蔵小杉病院
笠原　英城

酒さ治療薬イベルメクチンクリーム

The Med ical Letter　日本語版　31巻8号
　FDAは抗寄生虫薬イベルメクチンの1％クリーム
（soolantra：日本未発売）を酒さの炎症性病変の
局所用治療薬として承認した。酒さにおけるイベ
ルメクチンの作用機序は不明である。本剤には抗
寄生虫作用とおそらく抗炎症作用があり、酒さの
特徴である炎症性の顔面皮疹の発生にはダニが関
与している。この承認は、中等度～重度の丘疹膿
疱性酒さ患者1,371例を対象としてイベルメクチン
クリームと基剤のみの1日1回投与を比較した12週、
無作為化、二重盲検試験2試験の結果に基づいてい
る。両試験で、完全またはほぼ完全な病変の消失
を認めた患者はイベルメクチン群が基剤群よりも
有意に多かった。また、同様の患者962例を対象と
した16週、無作為化試験でイベルメエクチン1％ク
リーム1日1回投与はメトロニダゾール0.75%クリー
ム1日2回投与に比べ、ベースラインからの炎症性
病変数の減少、病変の消失またはほぼ消失におい
て有意に有効な事が示された。副作用は少ない。

健康人の「基準範囲」と「臨床判断値」

総合臨床　８月号
　日本人間ドック学会（JSND）では、150万人の健
診検査データを最新の統計処理技術で分析し、検
査項目の性別・年代別の「基準範囲」を新たに設
定した。しかし、その設定値と臨床ガイドライン
に示された「臨床判断値」との差異について、議
論が起こっている。基準範囲は、その設定技術が
向上し、検査値の判読において「健常」の目安と
しての信頼性が向上した。しかし、基準範囲は検
査値を他の所見も考慮して判読する必要がある。
一方「臨床判断値」は、特定疾患の発症予測の目
安として専門家の合意で決定される。しかし、検
査を他の目的や疾患に利用する場合には、年齢・
性差も考慮すべきである。よって、「基準範囲」は、
臨床判断値の利用においても必要となる。基準範
囲はJCSSのそれと同様に、従来の物とは全く違う
ものであり、検査値を読む際の信頼性のある「健
常」の目安として、日常臨床で活用すべきと言える。
ただ、「基準範囲」は長期の疫学調査により設定さ
れた「予防医学閾値」を常に重視し、総合的な観
点から慎重に利用すべきであることは言うまでも
ない。

藤田保健衛生大学医学部循環器内科
市川　智英

SSRI・SNRIとベンゾジアゼピン系抗不安薬併用の問題点

日本医事新報　4760号
　わが国ではSSRI・SNRIに対する認容性が低く、
結果的にベンゾジアゼピン（BZ）系抗不安薬が併
用されることが多くなっている事について。日米
における最大用量を調べてみた。エスシタロプラ
ムは同じで、パロキセチンは米国の約8割まで、そ
の他は半分量までしか使えません。なぜ、日本で
はSSRI・SNRIの最大用量が抑えられているのか。
その大きな要因の一つは、日本人はシトクロム
P4501A2と2D6の遺伝的多型の頻度が高く、両者と
も半数近くが野生型をホモで持つ人の半分くらい
しか薬を代謝できないからです。BZとの併用では、
通常の代謝ができる日本人の場合には、十分な量
を使えない抗うつ薬が多いので、効果の不足分を
BZで補わざるを得ない場合があると推測される。
欧米でも1か月以内では抗うつ薬のアドヒアランス
を高める効果があるという臨床データもあります。
日本におけるBZ処方の多さは海外からも批判され
ており、BZを併用する場合もなるべく量を少なく
するなどの工夫をしていかなければなりません。

国際医療福祉大学熱海病院　心療・精神科
鈴木　映二
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オオタニワタリ

　学　　名　Asplenium antiquum Makino
　科　　名　チャンセンシダ科

　属　　名　チャンセンシダ属

　使用部位　葉、茎、根

　有効成分　ビタミンA　K、カルシウム

　　　　　　カリウム、パルミチン酸　

オオタニワタリの特徴

　シダ植物門チャセンシダ科に属する、常緑

性、多年生、着生シダ植物。熱帯や亜熱帯で

は樹木の幹や枝に付着して成長する。日本本

土など比較的寒冷な地域では岩の上や地上で

生育するものが多い。単にタニワタリとも言

い、方言名サルムシロ。根茎は塊状で、葉柄

は短く、黒褐色の鱗片を密布する。葉身は線

状長楕円形､切れ込みなどはなく、革質、表

面はなめらかで光沢があり、先はとがる。主

軸はしっかりしていて、褐色に色ずく。基部

には少し葉柄があって、鱗片が密生する。子

胞子嚢群は葉の裏側に並ぶ。葉の先端の方か

ら中程まで、主軸の両側に、多数の直線状の

胞子嚢群が、主軸から斜め上方向へ、平行に

並んでいる。茎は短くて直立する。茎の側面

はたくさんの根が出て、黒褐色のふわふわし

たスポンジ状の固まりとなる。

沖縄県女性薬剤師部会　狩俣 イソ 　　　　　

タニワタリ類の根塊の生物群集

　葉は茎の先端に集中して放射状に配列し、

斜め上に伸びるので、全体としてはお猪口の

ような姿になる。落ち葉をここに集めて、自

分が成長するための肥料とするための適応と

考えられる。溜まった落ち葉はやがて腐葉土

になり、葉の間から出る根によって保持され、

株の成長とともに株の下部に発達する根塊の

一部となる。大量の根が樹上に大きなクッ

ション状の構造を作るため、ここに根を下ろ

し生育する植物も出現する。沖縄ではオオタ

ニワタリやシマオオタニワタリの大株には、

根の部分から着生性のシダ植物であるシマシ

シランが多数の葉を垂らしているのを見かけ

る。また、ここにもぐりこむ昆虫もおり、東

南アジアにはこの仲間の根塊にのみ穿孔生活

をするクロツヤムシの存在が知られている。

このように、タニワタリ類の根塊は一つのま

とまった生物群集を支えることとなる。

オオタニワタリの分布

　日本南部（紀伊半島以南～南西諸島）の暖

地から台湾、東南アジアにかけて分布し、日

本本土での成育地のように冬季に冷涼な場所

では成育や繁殖の速度が遅く、山林の源生や

園芸目的などの採集圧により減少を続けてお

り、絶滅危惧IB類（環境省レッドリスト）に

指定されている。

オオタニワタリの近縁種

　三種ほどを区別するが、区別は難しく、種

の範囲についても疑問が多い。近年分子生物

学的手法による再分類が行われている。

シマオオタニワタリ（A.nidus L.）
リュウキュウトリノスシダ（A.austrasicum H）

ヤエヤマオオタニワタリ(A.setoi)
コタニワタリ (A. scolopendrium L.)
ヒメタニワタリ (A. cardiophyllum (Hance) B)

栄養成分（可食部100ｇ当たり)    2005年 (財)日本食品分析センター　分析試験結果

エネルギー 蛋白質 炭水化物 脂質 食物繊維 マグネシウム カルシウム カリウム

30.0ｋｃｌ 2.4ｇ 3.9ｇ 0.5ｇ 2.9ｇ 30.5ｍg 24.1ｍg 376ｍg

ナトリウム リン ビタミンＣ ビタミンＥ β-カロテン ビタミンＫ ナイアシン パントテン酸

6.7ｍg 51.1ｍg 51.0ｍg 2.6ｍg 1100μg 125μg 0.79ｍg 0.48ｍg
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食材として、効能効果として

　八重山諸島で島の山菜として重宝され、葉

先のクルリと丸まった新芽をさっとゆがいて

酢味噌等で味付けし、コリコリとした食感を

楽しむ。炒め物、天ぷら、煮物のあしらい、

味噌汁の具などに使われる。多種の栄養成分

と食用線維を有し、長期的に食用しても安全

性が高く、高血圧、糖尿病の予防などの効果

を有する。現代人にとって便秘、大腸癌の予

防によい健康的な野菜である。フィリピンで

は葉の絞り汁に浄血作用や鎮静効果があると

される。ハワイでは葉を潰して絞った汁が小

児の虚弱体質を改善したり、口内炎を治す効

果があると考えられている。
参考　Ｗikipedia、「みぢかな薬草たしかな健康」 　

石垣市健康食品・薬草開発調査研究報告書、

「海辺の植物とシダ」池原直樹著

オオタニワタリの抗菌作用 

八重山諸島で食されているオオタニワタリの

酢酸エチル抽出物が、ウエルシュ菌（クロス

トリジウム属に属する嫌気性桿菌。ヒトを含

む動物の腸内細菌叢における主要な構成菌で

あることが多く、加齢に伴いヒト腸管に増加

する。少なくとも12種類の毒素を作り、α, 

β, ε, ιの4種の主要毒素の産生性により

A, B, C, D, E型の5つの型に分類される。）

に対して強い抗菌性を示した。その活性区分

からパルミチン酸、パルミチン酸α-モノグ

リセリド及び5-(2-oxopropyl)-tetrahydro-2-
furanoneを単離、構造決定した。これら3種

の化合物はウエルシュ菌のみならず黄色ブド

ウ球菌に対しても抗菌性を示した。
参考：KAKEN-沖縄食生活における老化抑制因子の

解明　中谷延二　大阪市立大学・大学院教授

パルミチン酸の効能・用途

　パルミチン酸は、 多くの動物性（ラード・

ヘット・蜜蝋）・植物性油脂（木蝋・パーム

油）に含まれている飽和脂肪酸、長鎖脂肪酸

（高級脂肪酸）である。パルミチン酸の抗酸

化作用、ビタミンAを安定にする作用を利用

し、アンチエイジング、しわ予防に化粧品や

石鹸に配合される。また、パルミチン酸には

皮脂腺が増えるのを抑える働きがあるため、

スキンケアとして過剰な皮脂の分泌対策にも

なる。

シマオオタニワタリの前立腺疾患改善作用

　シマオオタニワタリを溶剤抽出後、カラム

クロマトグラフィーで精製して得られた抽出

物は、化学による検証を経て、消炎作用と雄

性ホルモン抑制作用を持つ成分であると証明

できた。抽出物としてはピロフェオホルビド

aメチルエステル、フェオホルビドaメチルエ

ステル、1−リノール酸−3−リノレン酸−グリセ

リド、1−リノレン酸−2,3−ジパルミチン酸−グ

リセリドおよび1,3−ジパルミチン酸−グリセ

リドが確認出来ている。これらはホルモン受

容体の失調によって引き起こされる疾患を改

善することができるため、例えば男性の前立

腺の疾患（良性前立腺肥大症、前立腺癌と前

立腺炎を含む）、男女の尿失禁、男女の雄性

脱毛症および女性の更年期障害などを改善す

ることができる。

1，3-ジパルミチン酸-グリセリド

ピロフェオホルビドaメチルエステル

フェオホルビドaメチルエステル

1-リノール酸-3-リノレン酸-グリセリド

1-リノレン酸-2，3-ジパルミチン酸-グリセリド

　　　　参考：ASTA・MUSE
　　　　　　　景シン生物科技有限公司、中央研究院

黄昆暄、莊哲仁、蕭培文、蔡 佳ルェイ
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女性専用トレーニングジム・骨盤ストレッチ「エクラ」
■沖縄県浦添市経塚745-7　経塚駅前医療モール１階
■TEL 098－911－5669　090－8274－4331
■月金土 10:00 ～ 18:00　火木 10:00 ～ 21:00　■休日：水日祝

トレーニングジム「エクラ」
　浦添市経塚駅（ゆいレール予定駅）前にあ
る医療モールの1階。そこに女性専用トレー
ニングジムがある。那覇市内でジムを開設し
て25年経つが、昨年、満を持しての移転で「エ
クラ」がリニューアルオープンした。オーナー
でジムトレーナーの武内尚子氏に話を伺った。
　20歳代から70歳代まで幅広い年齢層の
方々がジムを訪れる。ひとりひとりが抱えた
体の悩みや体力の悩みなど、ジムに通う目
的は異なる。だから個々にあった指導とメ
ニューをモットーにしている。
　会員制で完全予約制なのはそのためだ。取
材当日は平日のお昼だったせいか、医療モー
ルで働く医療従事者や近隣で働くOLがお昼
休みを利用してジムで汗を流していた。「エ
クラ」では運動のほかに、食事や栄養につい
ての相談が多いという。武内氏はトレーナー
としてはもちろん、薬剤師の知識と主婦とし
ての経験を活かしたトータルサポートをして
いるようだ。
　「エクラ」とはフランス語で煌めきや輝き
の意味がある。いつでも女性はキラキラ輝く
存在でいてもらいたい。女性が輝くと男性も
生き生きとし、取り巻く環境が煌めいてくる。
すると、ますます女性は輝く。いい循環だ。
そう願ってジムの名前を「エクラ」とした。

医療モール内で「エクラ女子会」なるものを
主宰しており、女性による女性のためのイベ
ントが好評だという。

薬剤師からトレーニングジム経営へ
　中学時代から科学に興味を持つリケジョ
（理系女子）だった。当時、両親から「これ
からは女性も社会で活躍する時代になる。手
に職を持つ、または資格のある職業につくほ
うがいい」とすすめられたのが薬剤師だった。
大学卒業後、名古屋の薬局で勤務し、調剤や
漢方薬、OTCに携わり研鑽を積む。そこで健
康を取り戻していく人々を目の当たりにし、
薬の重要性とともに健康のありがたさや健康
でいることの楽しさに気づいていく。
　結婚を機に沖縄に戻り、ご主人が開業する
クリニックを手伝い始めた。当時、武内氏は
環境の変化によるストレスからか、かなり体
重が増加していたため、数々のダイエットに
挑戦していたという。しかしダイエットは失
敗続き。減量とトレーニングをしていく中で、
男性の身体と女性の身体のつくりは違う。そ
れなら楽しく効果的な女性の身体に特化し、
個々にあった指導ができる女性専用のジムを
立ち上げよう、と。
　女性ならではのトレーニングメニューは功
を成した。身体作りをすると心にも影響を及

　　ひとは、色々な顔を持って生きている。　　　

　薬剤師の職能が多様化し、その活動は病院　　　

薬剤師としての顔とその枠を超えた別の顔で　　　

彼らにはそこから何が見えているのだろう。

　　　 ＊＊＊＊　エクラな女性薬剤師　　　

　薬剤師がトレーニングジムを経営して　　　

販売を主事業とする「株式会社アクア」 　　　

訪ねてトレーニングジム「エクラ」へ　　　
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　　薬剤師だって例外ではない。

　　や薬局を飛び出すまでになった。そんななかで、

　　活躍している人達がいる。アナザーフェイス、

　　　武内 尚子 氏　＊＊＊＊

　　いるという情報を得た。医療機器や試薬等の

　 　が経営母体だ。代表取締役の武内尚子氏を

　　向かった。

　プロフィール　武内 尚子（たけうち なおこ）

　宮古島市出身　名城大学薬学部卒

　薬剤師　健康運動指導士　日本ダンベル体操協会Ａ級指導員

　株式会社アクア代表取締役

ぼした。ジムに通う女性たちは、身体の悩み
だけでなく仕事や生活上（家事や育児）の悩
みにも、前向きになっていったという。健康
な身体作りは健康な心づくりにつながるのだ。
　ジムを営みながら自身の体調管理もうまく
いき、いまでは引き締まったスレンダーボ
ディーを手に入れている。羨ましい限りだ。
　また、武内氏は県が企画推進している「1
キロヘラス」の体操の監修をしたり、カル
チャースクールやイベントの企画を積極的に
行っている。身体を動かしているとアイディ
アが湧いてきて企画に結びつくのだとか。な
るほど、わかるような気がする。筆者自身、
運動不足だと思考も停滞気味になるのを感じ
ているからだ。

別の顔から見えたもの
　武内氏は「バランスを整える」という言葉
をよく口にする。身体におけるバランスだけ
ではない。先に述べたように心のバランス、
考え方のバランスも含まれる。陰と陽、静と
動、男と女、、、相対するもののバランス感覚
が大切だ。ジムでもバランスを整えながらト
レーニングすることを勧めている。
　「薬学部で学んだことが生活の中でいつの
まにかつながっていく。点だった知識が別の
点と繋がり線になる。点と点、さらに点と線
がつながるのを体感した時、その喜びは大き
い」。武内氏の好奇心がその発見につながっ
たのだろう。さらに「薬剤師はいろんな知識
が融合された素晴らしい職業だと誇りに思っ
ている」と結んでくれた。
　ジムを訪れる人々は「患者」ではなく、健
康志向の高い人が多い。だが、そこで「未病」
や「亜健康」をみつけることがある。薬剤師
の目、トレーナーの目、ふたつの視点から人
やものごとを見られるようになったからだ。
薬剤師の目からはメディカル＆ケミカルなア
プローチを、トレーナーの目からはフィジカ
ルなアプローチをし、人々の健康生活に貢献
したいという。
　そう語った武内氏に薬剤師の底力を見た。
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　まだまだ日差しの強い9月初旬に沖縄を代

表する医薬品卸の琉薬を訪問しました。日頃

から私も大変お世話になっている医薬品卸の

一つですがその歴史は古く、昭和26年に那覇

市安里に家庭医薬品や衛生物資の輸入販売業

として「琉球薬品」が設立されたのが始まり

です。その後、昭和43年に卸売販売業として

「琉薬販売」を設立、昭和47年に琉球薬品と琉

薬販売が合併して現在の琉薬になりました。

昭和55年に浦添市牧港に本社が移転、そして

昨年10月に現在の建物に建て替えられました。

　サンエー？と見間違う大きな箱のような外

観ですが、その中には最新の災害対策が施さ

れ、安定した医薬品供給ができる工夫が随所

にあります。地震対策では医薬品保管棚が相

互に連結固定することにより、倒壊防止が図

られています。津波対策では1階部分が水没

しても医薬品がダメにならないように医薬品

倉庫が上層階（2階以上）に配置されており

ます。通信対策では通信インフラの被災を想

定し、衛星電話システムが導入され、災害対

策本部設置スペースが3階に配置されていま

みつなり　  ＆ごり  　の

　　　 　弥次喜多道中！

　　　（医療機関・施設訪問）

す。またコンピューターのメインサーバーは

宜野座のＩＤＣセンター内にあり、何らかの

システム障害で宜野座のサーバーがダウンし

た場合は、社内のサーバーに切り替わるよう

万全を期しております。停電対策では非常用

発電機により停電時にも72時間以上の電力確

保が可能となっています。台風対策では、強

風、豪雨時も作業可能な半屋内出荷口の構造

となっており、強風を想定した屋根材、壁材、

工法が採用されています。また敷地内にセル

フ式の自社給油施設が設置され、琉薬の全配

送車両が約2週間は稼働できるだけのガソリ

ンが常時ストックされ大規模災害などに備え

ています。

　この大きな建物には1階の事務フロア以外

には窓がほとんどありません。それは医薬品

が温度や太陽光などの保管環境によって性質

が変わらないようにするためであり、物流セ

ンター全体は24時間厳格な温度管理をされて

います。また入出荷口など外部との境界部分

には黄色のシートシャッターがあります。こ

れは温度管理機能、防塵機能に加えて黄色は

虫が嫌う色らくし防虫効果もあるとのことです。

株式会社

琉　薬

断水対策 敷地内にセルフ式自社給油施設が設置されている

災害対策とＥＣＯ対策
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　約2,200坪の広大な倉庫スペースには医薬

品等が約4万アイテム備蓄されております。4

階の倉庫では各病院や薬局からの発注データ

をもとに医薬品が集められ、二重検品して2

階の搬送口へ15個／分のペースで搬送されま

す。こちら2階でも再度検品が行われ各病院

薬局へ医薬品が搬送されます。

　ソフト面では2013年に子育てサポート企業

認定である「くるみん」を取得。これは次代

の社会を担う子どもの健全な育成を支援する

ため、会社全体で育児休暇や有給休暇を取り

やすい環境が認められ認定されます。会社と

して子育てに十分な対応をとっているのが評

価された結果です。必要な時に、必要な量を、

必要な場所へ届けることを使命に、琉薬は沖

縄県内を走り続け、沖縄の医療と県民の健康

を今日も支え続けています。

（聞き手：広報委員会　鈴木 一徳）

4階倉庫から垂直搬送機で毎分15個ペースで

2階の搬送口へ届けられる　　　　　　　　

2階の広大なパレット倉庫

稲嶺侃社長（左写真中央）、神谷朝雄会長（右写真中央）

取材へのご協力ありがとうございました。

ＤＩ室の吉冨弓江氏と

森下彰久氏（共に会員）

会員の城村幹彦氏（経理部長） 取材の企画からご協力頂いた

富原盛也氏､ 座喜味秀盛氏､ 吉冨弓江氏､ 金城達也氏
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子育て奮闘中
ひまわり薬局 大道店　玉村 澄恵

　今回リレー随筆を担当することになり、正

直何を書いたらよいのかかなり悩んでいた。

というのも、今の生活のほとんどが仕事と育

児・家事に追われていて、人に紹介できる

ような話もないし･･･休みに家族で海洋博公

園に海水浴と美ら海水族館に行くので、これ

を！！と思い、ワクワクしながら本部へ向か

うと、まさかの大雨。車が水没しそうになっ

たため、名護から引き返したという悲しいほ

どのつきのなさ。この記事の締め切り後に旅

行予定があり、ネタがあっても紹介できない

もどかしさ。ということで、生活のほとんど

となっている育児について書こうかなと思っ

ている。

　薬剤師とは自己研鑽の必要な職業だと思っ

ているが、自慢ではないがそれが滞っている

と言っても過言ではない。どこかで勉強会が

あると聞いても19時から開始とあれば「うー

ん、夕飯が･･お風呂が・・」と思ってしまう

し、日曜日とあれば「普段子供と一緒に過ご

す時間が少ないのに、わざわざ日曜日に･･」

と言い訳がましく考えてしまい、勉強会に足

が向いていかない。また子供と一緒に寝落ち

してしまい、夜中眠れなくなった時に、スマ

ホで日経ＤＩの記事なんぞを読んでは見る

ものの、朝になってみるとほとん

ど何の記事だったかも覚えていな

い。いや、なんとなくは覚えてい

るが確かな情報として頭に残って

いないのである。

　ただ、子供を育てていてわかっ

たことはいくつかある。まず、小

さな子供に薬を与えるのはとても

ストレスだということ。子供がい

ない時は、きちんと薬を与えない

お母さんに対し、何故だろうと疑

次号には、廣川直子 先生がバトンを受けて下さいました。ご期待下さい！

問に思っていたが、実際に与えるとなると大

変なのである。もちろん薬が好きな子供もい

るので、全てのお母さんに当てはまるわけで

はないが、本当に苦痛なのだ。子供が可哀相

とかいうセンチメンタルな感情というより

も、自分が苦痛でならない。戦いである。今

（もうすぐ3歳）より小さい頃は、粉薬を団子

にしてあごに擦り付ける方法をとっていた

が、まず口を開けるのに多少子供に噛まれる。

擦り付けたらそこからダッシュで水を飲ます

が、ダラーっとこぼしたりするので、こぼれ

ないよう口を閉じる。この作業だけで結構疲

れる。だから段々効果や作用時間がどうだと

いうより、できれば分3ではなく分2の薬を処

方して欲しいと願ってしまうのだ。

　目薬はもっと大きな戦いだ。足で子供を押

さえつける。目を開く、が、子供は怖がって

目を一生懸命閉じようとする、開く、を繰り

返し、ようやく目が開いたと思って目薬を落

とすと、目の中に入っていない･･･はぁ 1か

らやり直しだ。段々、これだけ目の周りに落

ちまくったから少しは入っただろうなんて考

えて、「これで良し」と自分で戦いを勝手に

終了してしまうのである。よく、「良くなる

までしっかり使って」とあるが、「良くなっ

た気がするので終了」してしまう

という、薬剤師としてあるまじき

対応。

　まぁ世の中にはもっとスマート

な対応が出来るママさん薬剤師も

いると思うので、これはひどい！

と思われるかもしれないが、こん

な母親もいるので、コンプライア

ンスの悪い母親がいても、皆さん

温かい目で服薬指導してあげて欲

しいと思う次第である。
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　彼は、「パッチもやって飲み薬もやった」と

話し始めました。その治療中は、どうにか禁煙

できた事もあったようですが現在は喫煙してい

ました。病院で治療したのは、去年の事。糖尿

病などに関連した処方箋を持ってきた彼は、薬

局内にある禁煙雑誌などをちらちら見ながら喫

煙してしまったけれど、今も禁煙したいと思っ

ていると打ち明けました。

　1年たっているのであれば、再度保険治療が

できます。

　その1ヶ月後、彼は2枚の処方箋を仕事中に

持参しました。「飲み薬より、パッチが効いた

気がする」との彼の体験から今回パッチの処方

箋を持っての来局でした。「薬は、夕方妻に取

りに行かすから」と彼は足早に薬局を後にしま

した。ニコチン依存症の治療に関して初めの処

方箋は14日分でした。その分を夕方約束通り

に来局した妻に投薬しました。その時妻の情報

で、来年彼は仕事を退職する事を知りました。

その退職金で孫も含めて家族全員総勢20人ほ

どで東京ディズニー旅行計画があるとも聞きま

した。大きな目標です。即、「タバコをやめて

旅行に行こう」やめればこれだけのお金がた

まってこんな旅行に行けるというポスターが手

元にあったので渡しました。まだまだ彼の人生

卒煙物語

その54 時代はどんどん進んでいます。 

どうしてこんな時代になったのか、 

それなりの理由があります。 

「卒煙」を知らないではすみません。 

さぁ、 一緒に取り組みましょう！

家族

文：卒煙へようこそ担当

えんこ

卒煙者の経験談を募集しています。 皆様の声が大きな励みとなることでしょう。

  下記までお寄せ下さい。

e-mail　k o u h o u @ o k i y a k u . o r . j p

〒901-1105　沖縄県島尻郡南風原町字新川218-10

ＴＥＬ 098-963-8930　ＦＡＸ 098-963-8932

薬事情報センター内　卒煙へようこそ担当　えんこ 行き

は長いはずで、退職金を使いはたさないで済め

ば、のちの生活に活力が見いだせるはずで、妻

はとても嬉しそうに家に帰りました。14日後、

彼はまた仕事中と言って、14日分の処方箋を

持ってきました。禁煙は「出来てるよ」と照れ

笑いしながら、さわやかな空気を漂わせて、「薬

は妻に」と薬局を後にしました。「出来ている」

という彼の姿が、とてもさわやかだったので、

夕方妻にさわやか賞を渡し彼に授与するよう伝

えました。さらに14日後、彼は28日分の処方

箋を持参しました。「今日は、パッチしていな

いけど、いつもは貼って、禁煙できているよ」

と言いました。今日も仕事の少しばかりの時間

を利用しての来局です。ただこれまでとは違っ

て、禁煙の喜びが顔から、体からあふれていま

した。彼の来局を見越して、今回私は、継続賞

を準備していました。その継続賞を直接彼に授

与しました。スタッフも含めて握手していると、

照れくさそうにしながら「薬は夕方寄る妻に渡

して」と彼は薬局を出て行きました。

　さて、次回が最後の処方箋になるはずです。

卒煙証書を準備して待とうと思います。卒煙証

書の典型文に加えて、「おめでとうディズニー

旅行、もうお金は煙で逃げません。豊かな人生

楽しみましょう」と書き添えようと思います。
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沖縄県薬剤師連盟全体会議　ならびに
　　全国藤井もとゆき薬剤師後援会活動報告会

　　　　　　　　　　　 日時：平成27年 8 月12日(水）19:30 ～ 21:00

　　　　　　　　　　　 会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　この度、沖縄県薬剤師連盟の会合に初めて

参加させて頂く機会を得ましたので、ご報告

致します。会場は沖縄県薬剤師会館大ホール

にて、沖縄県薬剤師連盟の全体会議が19:30

から30分間、続いて藤井もとゆき後援会活動

報告が60分間のスケジュールで行われまし

た。以下、要点を記述致します。

Ⅰ．沖縄県薬剤師連盟全体会議

　始めに、亀谷会長からのあいさつで、次期

参議院選挙への状況は非常に厳しいものがあ

ります。しかし、ここで我々が頑張らなくて

は、薬剤師職能団体としての意見が国政の場

で通らなくなってしまいます。会員皆様の積

極的な取り組みに期待していることが述べら

れました。

　次に、平成27年5月17日に東京のグランド

プリンスホテル新高輪で開催された全国女性

薬剤師の集いについて宮城敦子総務より、次

のとおり報告されました。スモールグループ

ディスカッション形式で行われ、グループご

とにスローガンが求められ、当グループのス

ローガンとして「いつまでもあると思うな、

医薬分業。自分の生活は基之と守ろう！」を

発しました。また藤井もとゆき参議院議員を

囲んでの意見交換会もあり、あらためて、女

性の力を発揮し来年の参議院議員選挙の必勝

を誓いました。

　次に、平成27年7月11日に鹿児島県妙見温

泉・ホテル華耀亭で開催された南九州女性薬

剤師の集いについて前濱朋子総務より、次の

とおり報告されました。「非会員薬剤師、パー

ト薬剤師、事務職などを連盟に取り込む必要

性」など活発な討議が行われました。

　次に、平成27年6月6日にシーメンズクラブ

那覇で開催された沖縄県若手薬剤師フォーラ

ムについて石川恵市副幹事長より、次のとお

り報告されました。40名を超える多くの参加

があり、連盟活動報告のほかに日本薬剤師連

盟副会長の岩本先生をお迎えして、日本薬剤

師連盟の歴史についてご講演を頂きました。

その後懇親会に移り有意義な時間を過ごすこ

とが出来ました。

沖縄県薬剤師連盟

首里支部担当　城村 幹彦
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　次に、平成27年7月30日に東京・主婦会館

プラザエフで開催された全国藤井もとゆき薬

剤師後援会役員会について亀谷浩昌会長よ

り、次のとおり報告されました。来年度の参

議院選挙予想について話し合われ、「医師会、

看護師会などの他職種団体は総力戦で来るた

め、厳しい戦局が予想されること」と「目標

得票数20万票」が定められました。来年の参

議院議員選挙に向けて皆様の積極的な協力を

よろしくお願い致します。

　次に、平成27年8月8・9日に千葉県で開催

された全国薬剤師フォーラムについて上原卓

朗連盟総務より、次のとおり報告されまし

た。このフォーラムは若手薬剤師中心で行わ

れ、松本純・とかしきなおみ両衆議院議員、

藤井もとゆき参議院議員、日本薬剤師連盟の

山本会長をはじめとする役員が多数参加され

て、活発な意見交換がされました。主議題と

なった若手を如何に活動参加させるかについ

ては、政治色を強く押し出すと若者は引いて

しまうので「フェイスブック」のようなSNS

を使う案等が出されていました。

　次に、藤井もとゆき後援会入会についてそ

して連盟活動ステップ表を活用した組織強化

活動の実施について事務局の山城英人課長よ

り、資料に沿って説明がなされました。

Ⅱ．全国藤井もとゆき薬剤師後援会活動報告会

　始めに、開会のあいさつ及び活動状況につ

いて全国藤井もとゆき薬剤師後援会石井甲一

副会長より、資料に沿って説明と報告がされ

ました。

　次に、国政報告として参議院議員藤井もと

ゆき先生より、次のとおり報告されました。

参議院議員総数242名中、薬剤師議員は私只

一人です。議員生活の中でしみじみと感じた

ことは、｢国政の場で薬剤師の代弁者を作ら

なければ、誰も守ってくれない！」「医師・

歯科医師・看護師などの医療関連他職種議員

は、絶対に薬剤師の代弁などしてはくれな

い！」ということです。薬剤師はジェネリッ

ク医薬品の使用推進など国策に協力していま

すが、一枚当たりの処方箋単価が下がること

で薬局経営が圧迫されているだけで、努力に

対する評価が何も無い状況になっています。

それどころか、分業バッシングで世間では薬

剤師に逆風が吹いています。このまま黙って

いては、薬剤師という職業の存在すら危ぶま

れるかもしれません。国政の場、国会でしっ

かり意見を言う人間が絶対に必要なのです。

　最後に、全国藤井もとゆき薬剤師後援会石

井甲一副会長の閉会のあいさつで終了しました。

　感想として、非常に熱のこもった会議で、

薬剤師の政治への参加が絶対に必要不可欠だ

と強く感じました。このまま、何もアクショ

ンを起こさなければ他職種に旨みをさらわれ

るばかりか、職場さえ無くなってしまうので

はないかという危機感を持ちました。自分の

ため、家族のため、仲間のために共に選挙を

戦い、勝利して、薬剤師の必要性を世間にア

ピールしようではありませんか。

全国藤井もとゆき

薬剤師後援会

石井 甲一 副会長

藤井もとゆき
　 参議院議員
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全国薬剤師フォーラム2015参加報告
　　　　　

青年部会　上原 卓朗 　　　　　

　去る、8月8日～ 9日に千葉県のクロス

ウェーブ船橋において、日本薬剤師連盟が主

催する「全国薬剤師フォーラム2015」が開催

されました。今回は来年の参議院選挙を控え、

テーマを「青年部が変えるこの1年～ 60万の

仲間作り～」とし、選挙に向けて若手薬剤師

がどのような活動を行っていくか考える機会

となりました。今回、青年部より石川青年部

会長と私が参加しましたので、2日間に渡る

フォーラムについてご報告いたします。

　まず、一日目は基調講演の後に、スモール

グループディスカッション（SGD）が行われ

ました。我々のグループは、すでに青年部活

動があるが発足間もない、もしくはこれから

活動を盛り上げていくブロック同士が集ま

り、青年部としての活動や役割について、そ

して60万の名簿を取るにはどうするかをディ

スカッションしました。

　若手の問題点として、「若い薬剤師は当た

り前のように医薬分業を行っているが、その

背景にある政治的な駆け引きを知らない人が

多い」「会費を会社が負担しているため、受

け身となっている」などの意見があがりまし

た。解決策として、「県薬の勉強会に連盟の

話を入れる」「まずは集まりやすい、顔が見

えるつながりを青年部で作る」「支部単位で

の活動を活発化させる」「青年部の価値を高

める」などの意見があがり、これからの活動

におけるヒントが多く得られました。また、

岩本幹事長からは、「若い人達は政治や選挙

と聞くと、関心を示さないから、若者らしく

楽しいと思わせる選挙活動を考えてほしい」

とのアドバイスを頂きました。あまり難しく

考えず、柔軟な発想で楽しみながら活動を行

う。青年部としての役割が見えた気がします。

　SGD後は全体での懇親会。懇親会では地区

ブロック毎にテーブルが分かれており、SGD

では一緒にならなかった九州各県の参加者と

交流を深めました。また、各地の青年部の活

動紹介では、鳥取県の「薬人軍団」（鳥取県

は青年部がなく、若手が自主的に集まり、独

自に活動している）による、一青窈の「ハナ

ミズキ」の替え歌「more to your kiss」（発

音すると、も・と・ゆ・きに聞こえる）など、

面白おかしく、政治活動を行う姿勢が印象的

でした。ちなみに替え歌は一度聞くと、フ

レーズが頭から離れないほどのインパクトが

あり、数日間は無意識に口ずさみ、家族から

の不思議な視線を感じるほどでした(笑)

　2日目の基調講演は、衆議院議員のふくだ

峰之先生による「インターネットを活用した

政治活動並びに選挙運動」について。この講

演は、若手にとって最も有益となった内容だ

と思います。次の参議院選挙におけるネット

選挙について、概要と活用方法についてレク

チャーして頂きました。

　まず、参議院選挙というのは、基本的に職

能団体による組織型の選挙だと言われていま

す。そのため、一般の人へのPRよりも組織内

での浸透・投票促進が鍵となります。その点

で、ネット選挙が有利とされており、SNSを「情

報のシェア」「伝達用のインフラ」「投票促進」

に活用することができます。特にFacebook

は、薬剤師同士がつながる事ができるツール

として、ネットワークづくりに最適です。一

方、LINEに関しては、連絡ツールとして投票
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促進に活用できます。一般的に電子メールの

利用は政党や候補者のみが行え、支援者が行

うことは禁止されています。しかし、LINEや

Facebookのメッセージ機能は電子メールに該

当しないので、法律的にも禁止されていませ

ん。その点において、SNSというのは政治活

動を自由に行うことができるツールと言える

でしょう。

　現状から考えると、SNSをすぐに政治活動

に利用するのではなく、まずは会員同士が

SNSでつながり、日常的なコミュニケーショ

ンから整備していく事が必要だと述べていま

した。薬剤師同士のネットワークを構築して

いくことは、選挙だけではなく、その他の活

動においても非常に有益な事だと思います。

県でも会員同士のつながりを広げ、有効活用

できるような体制作りが求められます。

　特別講演は、藤井もとゆき先生による「国

政報告」。藤井先生は、その日インドからの

帰国後、そのまま会場に来られての講演でし

た。お疲れの様子も見せずに、熱心に国政報

告を行って下さいました。私が受けた、藤井

先生の印象としては、「怒れる政治家」。決し

て悪い意味ではなく、政治に対する思いや薬

剤師に対する思いが怒りとして込み上げてく

るほど、情熱がある人物だと伝わりました。

やはりそれだけ熱意がないと、群雄割拠の政

治の場で活躍できないと思います。また薬剤

師問題だけではなく、専門家として危険ド

ラックの包括規制に取り組み、乱用拡大を防

いだ功績は政治家としても、非常に大きいと

思います。これから選挙に向けて、沖縄でも

藤井先生の話を聞く機会があると思います。

是非、先生の熱き思いを直に感じてください。

　2日目のSGDの後はグループ発表。各グルー

プ様々な意見があがりましたが、共通キー

ワードとしては「地域でのネットワークづく

り」「顔をあわせたつながり」「組織票」「ネッ

ト活用」といった内容でした。これからの選

挙にむけて、各地区の青年部が活動を盛り上

げていく意気込みを感じることができました。

　今回、多くの方が「薬剤師同士のつながり」

について述べていました。こういったフォー

ラムに参加して、知識を深めることも大事で

すが、一番の収穫は、他県の薬剤師とのつな

がりだと思います。私も今回、参加すること

で多くの方とつながりを持つことができまし

た。そのつながりは、私個人だけではなく、

県薬全体においてもプラスの影響を及ぼすと

思います。まだ参加した事がない方、興味が

ある方は、積極的に参加してつながりの輪を

広げていってください。

　最後に今回のフォーラムに派遣して頂い

た、日本薬剤師連盟ならびに沖縄県薬剤師連

盟に感謝致します。

特別講演

藤井 もとゆき 参議院議員

基調講演

ふくだ 峰之 衆議院議員

ＳＧＤ
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国会レポート
平成28年度予算概算要求

　　　　　

文部科学副大臣・参議院議員　藤井 基之 　　　　　

　自民党は来年夏の参議院議員選挙に向け

て、8月3日に第一次の党公認候補39名を公表

し、私も比例代表候補者の一人として指名を

受けました。薬剤師の先生方のご期待や激励

にお応えできるよう、精一杯頑張って参りた

いと思います。

　さて、平成28年度予算の概算要求は8月末

に各省庁から提出され、要求総額は102兆円

を超えて過去最高となりました。厚生労働省

の概算要求額は30兆6675億円、平成27年度当

初予算に比べてプラス2.5％、7529億円の増

額要求となっています。このうち年金・医療

等に係る経費は、高齢化に伴う医療費や年金

など社会保障費の自然増分として6700億円を

加え、総額28兆7126億円となっています。ま

た、消費税率の引き上げによる社会保障の充

実及び診療報酬の改定等については、事項要

求として予算編成過程で検討することとして

います。

　ここでは、薬局・薬剤師に関係する主な事

項について、その概要を紹介します。

○患者のための薬局ビジョンの推進

　かかりつけ薬局の機能を明確化し、将来

に向けた薬局再編の姿を示す「患者のため

の薬局ビジョン」の実現に向けて、24時間

対応や在宅対応等における地域の薬局間の

連携体制構築の取り組みや健康サポート

機能の強化に向けた先進的な取り組みなど、

薬局のかかりつけ機能の強化のためのモデル

事業を実施する。

○後発医薬品の品質確保対策の推進

・後発医薬品の信頼性向上を図るため、学

会発表等で品質に懸念が示された品目に

ついての品質検査結果等の学術的評価を

一元的に実施し、有効成分ごとに品質情

藤井もとゆきホームページ　http://mfujii.gr.jp/

報を体系的にまとめた冊子（ブルーブッ

ク）を公表する。

・アジア地域など海外で製造された原薬や

製剤の輸入増加が見込まれることから、

海外製造所における品質管理等の実地調

査に必要なPMDAの人員体制を強化する。

○重複・頻回受診者等に対する取り組みへの

　支援

　レセプト等情報より選定した重複・頻回

受診者に対して、地域薬剤師会の協力のも

と薬剤師による訪問指導、処方医・薬局へ

の指導結果のフィードバックを行うことに

より、医薬品の適正使用の推進を図る。

○地域医療介護総合確保基金による医療・介

　護提供体制改革

　平成26年に成立した医療介護総合確保推

進法に基づき、各都道府県に設置した地域

医療介護総合確保基金を活用し、病床の機

能分化・連携に必要な基盤整備、在宅医療

の推進などの事業を支援する。

○危険ドラッグ対策の推進

・インターネットやデリバーなど販売方法が

多様化、潜行化する危険ドラッグの根絶に

向けて、インターネットによる広報を重

点的に実施し、その危険性や違法性を若

者達に伝えるべく啓発活動を強化する。

・違法薬物の国内流入を阻止するため、職

員を海外に派遣し海外の捜査機関と連携

し、水際作戦を強化する。

　年末の政府予算案の決定に向けて、財務省

の精査や政府内での調整が行われることとな

りますが、診療報酬の改定をはじめ医療等の

質の低下を来すことのないよう、必要な経費

の確保に努めていきたいと思います。
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国会レポート
健康サポート薬局

　　　　　

前文部科学副大臣・参議院議員　藤井 もとゆき 　　　　　

　秋も深まり各地から紅葉の便りが届いてい

ます。年明けから約9 ヶ月間の長丁場となっ

た通常国会は、最重要案件の安全保障関連法

案も与党並びに野党3党の賛成多数で可決成

立し、先月末に無事閉会しました。また自由

民主党総裁に無投票で再選された安倍首相

は、アベノミクスの第2ステージとして、「希

望を生み出す強い経済」「夢をつむぐ子育て

支援」「安心につながる社会保障」の新たな3

本の矢の実現に向けて全力で取り組む決意を

表明しました。

　さて、厚生労働省は9月24日、「健康情報拠

点のあり方に関する検討会」の報告書として

「健康サポート薬局のあり方について」を公

表しました。

　この検討会は、日本再興戦略において「薬

局を地域に密着した健康情報の拠点として、

一般用医薬品等の適正な使用に関する助言や

健康に関する相談、情報提供を行うなど、セ

ルフメディケーションの推進のために薬局・

薬剤師の活用を促進すると」され、その工程

表で平成27年中に「充実した相談体制や設備

などを有する薬局を住民に公表する仕組み」

を検討することとされたのを受け、昨年6月

にスタートしました。

　報告書では健康サポート機能を有する薬局

について、かかりつけ薬剤師のいる薬局で

あって、かかりつけ薬剤師・薬局としての基

本的な機能を備え、地域住民の健康の維持・

増進に関する相談を幅広く受け付け、かかり

つけ医を始め適切な関係機関に紹介するこ

と、医薬品や健康食品等の安全かつ適正な使

用に関する助言をすること、健康サポートを

藤井もとゆきホームページ　http://mfujii.gr.jp/

率先して実施し、地域の薬局への情報発信、

取組支援等を行うことなど、地域住民の主体

的な健康の維持・増進を積極的に支援する薬

局であることを要件とし、その名称を「健康

サポート薬局」とするのが適当としています。

また、かかりつけ薬剤師・薬局の備えるべき

機能ついては、「患者のための薬局ビジョン」

等において更なる検討が必要とはしています

が、報告書では、①服薬情報の一元的な把握

とそれに基づく薬学的管理・指導、②24時間

対応、在宅対応、③かりつけ医を始めとした

医療機関等との連携強化、この3つの視点か

ら検討を行ったとしています。

　「健康サポート薬局」の要件を満たすため

には、医療機関や介護施設等の関係機関と連

携体制をあらかじめ構築しておくこと、相談

対応等に関する研修を修了した薬剤師が常駐

し、平日働く社会人も相談できるよう土日も

一定時間開局していること、要指導医薬品等

を適切に選択できるよう、その供給機能や助

言体制を整えていること、などが必要になる

としています。

　「健康サポート薬局」でのOTC医薬品の扱い

に関しては、かなり激しい議論が交わされ、

「調剤用医薬品以外は取り扱うべきでない」

という趣旨の些か奇異な意見も出たと聞いて

いますが、結果的に「要指導医薬品等」と記

して、OTC医薬品を備えることも盛り込まれ

ました。

　これら全国各地において、健康サポート機

能を有した、かかりつけ薬局が定着するよう、

薬剤師の先生方とともに努めて参りたいと思

います。
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　平素、支払基金の業務運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて、資格関係誤りレセプトの発生防止につきましては、保険薬局のご理解とご協力をいただ

き、資格関係誤りレセプト件数の減少に取組んでいるところですが、調剤に係る平成27年1月～

6月処理分は下表のとおり「記号・番号の誤り」、「患者名の誤り」、「該当者なし」、「本人・家族

の誤り」で全体の約46％を占めている状況です。

　つきましては、次の事項にご留意いただき、引き続き資格関係誤りレセプトの発生防止にご協

力をお願い申し上げます。

社会保険診療報酬支払基金沖縄支部

資格関係誤りレセプト発生防止について（お願い）

お知らせ

保険薬局の皆様へ

○　窓口での被保険者証の確認をお願いします。

○　被保険者証からの入力誤りがないよう配意願います。
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平成27年9月1日(火）琉球新報こども新聞
転載記事

　琉球新報社は1998年から毎年9月に「こど

も新聞」を発行しています。今年で15回目に

なります。今年は53人のこども記者（小学5、

6年生）が「守ろう暮らし つなげよう未来」

をテーマに暮らしや政治、経済、スポーツ、

芸能、地域の話題などのいろいろな分野を、

こども記者の目線で取材しています。

　その中の一人、沖縄市立室川小学校六年生

の比嘉隆靖君は、「自分は薬剤師を取材した

い」とこども記者に応募してきました。薬剤

師会理事の吉田洋史氏が琉球新報のコラム

「南風」に10回シリーズで掲載している薬剤

師に関連する記事を読んだのがきっかけでし

た。比嘉隆靖君は早くに父親を亡くし、お姉

さんは薬剤師になることを希望していたが家

庭の事情で諦めて看護大学に進んだのでした。

　隆靖君が理想とする薬剤師は、沖縄市で吉

原東洋堂薬局を開局している島袋勇先生です。

島袋先生は小さい頃から隆靖君の事をよく

知っていて父親のように？いや祖父のよう

に？「りゅうせい君！りゅうせい君！」と親

しく呼びかけ、とても和やかな雰囲気で取材

を受けていました。

　隆靖君にはお姉さんが果たせなかった薬剤

師になって、新しい薬を作り、病で苦しむ多

くの人を助けたいという大きな夢がありま

す。「たくさん勉強して、研究を続けたら新し

い薬を作ることも可能なので、頑張ってね！」

と励まされ、嬉しそうにうなずいていました。

　新聞に掲載されている写真も隆靖君が撮っ

たもので、「隆靖君のためなら何でもやっちゃ

うよ！」との島袋先生の言葉通り、満面の笑

みを浮かべて写真に収まっている島袋先生の

姿には、子供から慕われる人柄がにじみ出て

います。終始ほのぼのとした雰囲気の中で取

材は終了しました。

（文：広報委員会 池間 記世）

中央が比嘉隆靖君
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転載記事
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転載記事 株式会社  琉薬が紹介されていました。

平成27年9月13日(日）琉球新報
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※本会理事の吉田洋史氏が執筆連載中です。
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平成27年9月23日(水)

琉球新報

転載記事

平成27年8月10日(月)

沖縄タイムス

平成27年8月5日(水)

琉球新報

写真は薬剤師会ブースです。

会員の久場加代子が紹介されています。

亀谷会長がユーモアな投稿をされています。
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告知用チラシ
＜ 表 面 ＞
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＜ 裏 面 ＞
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会 務 報 告

平成27年8月    

 2日○第8回「熟年の集い」 沖縄都ホテル

 3月○薬学生実務実習受入委員会　県薬研修室

 4火○高園産業株式会社より来局　県薬会長室　亀谷会長

　　○糖尿病の今と未来を考える～目に優しい血糖コントロールとは～（研修会） ラグナガーデ

　　　ンホテル　共催：ノバルティスファーマ(株）

　　○平成27年度第6回定例幹事会　県薬研修室

　　○平成27年度第2回医療安全対策委員会　県薬ホール

 5水○社会保険診療報酬支払基金沖縄支部幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

 6木○第1回日薬九州ブロック会議　福岡県薬剤師会館　亀谷会長、前濱副会長

　　○調剤薬局における結核患者への服薬支援研修会　県薬ホール　共催：沖縄県保健医療部健

　　　康長寿課

 7金○平成27年度第2回沖縄県がん診療連携協議会　琉球大学医学部管理棟　亀谷会長

　　○第6回沖縄疼痛研究会　沖縄県医師会館　共催：協和発酵キリン(株）

　　○第5回沖縄肺高血圧症研究会　ザ・ナハテラス　共催：ファイザー (株）

　　○北部地区薬剤師会学術研修会「今後求められる薬剤師職能～他職種連携から公益性まで～」

　　　北部地区薬剤師会館

 8土○平成27年度第6回定例理事会　県薬研修室

 9日○なごみ会主催県民健康フェア2015　沖縄コンベンションセンター

10月○公益法人のための『マイナンバー制度』対応セミナー　沖縄県卸団地商業組合西洲卸団地

　　　ホール　山城課長、事務局金城

12水○琉球放送「すくすくあかちゃんねる」取材調整　県薬DI室　吉田典子（DI）、大城係長

13木○個別指導（2薬局）　那覇第一地方合同庁舎　吉田理事

　　○地域医療支援病院運営委員会　豊見城中央病院　亀谷会長

　　○平成27年度グッジョブにしはら☆わくわくワーク事前打合会議　県薬会議室　前濱副会長、

　　　宮城幸枝氏、神谷朝斗志氏、伊差川サヤカ氏、勝連貴子氏、上里美矢子氏、大城係長

14金○平成27年度沖縄県公務員薬剤師会退職者激励会・懇親会　ダイワロイヤルネットホテル沖

　　　縄県庁前　亀谷会長、大城係長

15土○症例検討入門研修会チューター打ち合わせ会議　県薬会議室　潮平英郎氏、伊差川サヤカ

　　　氏、古謝さなえ氏、中尾滋久氏、大城係長

16日○調剤報酬請求業務講習会　てだこホール

　　○平成27年度名城大学校友会沖縄県支部総会・講演会　パシフィックホテル沖縄

17月○社会保険診療報酬支払基金本部役員来訪　県薬会長室　亀谷会長

　　○グラクソ・スミスクライン株式会社より来訪　県薬会長室　亀谷会長

　　○地域保健開局委員会　県薬研修室

　　○管理薬剤師兼務についての打ち合わせ　会営薬局とよみ　我喜屋常務理事、田場英治氏、

　　　島袋陽子氏、上野邦子主任医療事務、山城課長

18火○平成27年度第1回健康づくり（福寿うちな～）推進協議会 全国健康保険協会沖縄支部

　　　我喜屋常務理事

　　○平成27年度第1回災害対策委員会　県薬会議室

　　○臨床薬剤師育成研修会　（株)ダイコー沖縄
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19水○豊見城薬局との打ち合わせ　会営薬局とよみ　我喜屋常務理事、島袋陽子氏、上野邦子主

　　　任医療事務、山城課長

20木○ (株)琉薬表敬訪問及び会報取材事前打合せ　（株)琉薬　亀谷会長、石川理事、大城係長

　　○平成27年度第2回医薬分業対策委員会　県薬研修室

21金○禁煙協議会　沖縄都ホテル　笠原理事

22土○宮古地区高齢者医療学術講演会　ホテルアトールエメラルド宮古島

　　○沖縄IL-6学術講演会　沖縄県医師会館　共催：中外製薬(株）

23日○平成27年度女性薬剤師部会総会・講演会　県薬ホール

25火○日本コミュニティーファーマシー協会監事来訪　県薬会長室　亀谷会長、宮城常務理事、

　　　大城係長

　　○琉球大学医学部附属病院薬剤部長へ表敬訪問　琉球大学医学部附属病院薬剤部部長室

　　　亀谷会長、江夏・前濱両副会長、大城係長

26水○豊見城中央病院薬剤科長訪問　豊見城中央病院　亀谷会長、山城課長

27木○会計監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局金城・前原

　　○平成27年度第1回沖縄県自殺対策連絡協議会　県庁　村田常務理事

28金○平成27年度くすり教育研究会　スクワール麹町（東京都）　村田成夫学薬部会長、知名博

　　　樹氏

29土○平成27年度学校環境衛生検査技術講習会（30日迄）　スクワール麹町（東京都）　村田成夫

　　　学薬部会長、知名博樹氏

　　○学校環境衛生検査技術講習会意見交換会　スクワール麹町（東京都）　村田成夫学薬部会

　　　長、知名博樹氏

　　○第2回薬剤師のための症例検討入門研修会　県薬ホール　講師：大澤友二

30日○第123回健康とおくすり相談会　サンエー那覇メインプレイス　担当：那覇地区薬剤師会

　　○ BLS講習会（初心者講習）　おきなわクリニカルシミュレーションセンター

31月○会長就任あいさつ（八重山地区）　大濱信泉記念館　亀谷会長

　　○調剤報酬請求業務講習会　大濱信泉記念館　講師：仲真良重医療保険委員会委員長

    

平成27年9月    

 1火○沖縄県医療審議会法人部会　県庁　亀谷会長

　　○平成27年度医療安全講習会に関する打ち合わせ会議　県薬研修室　（医療安全対策委員会）

　　　吉冨理事、糸嶺達氏、平良栄子氏、高良武志氏、名嘉紀勝氏、大城係長

　　○平成27年度第7回定例幹事会　県薬会議室

 2水○会計監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局金城

 3木○マイナンバー対策研修会　パシフィックホテル沖縄　山城課長

　　○個別指導（2薬局）　那覇第一地方合同庁舎

　　○第1回沖縄県地域医療構想検討会議　県庁　亀谷会長

　　○薬と健康の週間打ち合わせ会議　那覇市保健所　稲福・大城両係長

　　○睡眠と生活習慣病フォーラム　沖縄県医師会館　共催：MSD(株）

　　○平成27年度第1回学術研修委員会　県薬研修室

 4金○エビリファイ持続性水懸筋注用学術講演会　ホテル日航那覇グランドキャッスル　共催：

　　　大塚製薬(株）
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 4金○平成27年度中部地区糖尿病標準治療推進委員会第3講義　中部地区医師会

　　○第5回うちなぁがん薬ー薬連携講演会　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー

　　　共催：よりよい地域医療を応援する会

　　○調剤報酬請求業務講習会　宮古地区薬剤師会事務所　講師：仲真良重医療保険委員会委員長

　　○会長就任あいさつ（宮古地区）　宮古地区薬剤師会事務所　亀谷会長

 5土○平成27年度沖縄県総合防災訓練　北中城村熱田漁港　山城課長

　　○学校薬剤師部会ブロック会議　コンフォートホテル長崎　前濱副会長、村田成夫学薬部会長

 6日○平成27年度名城大学薬学部公開講座　県薬研修室

 7月○第2期薬学生実務実習開始（11/22迄）　県内各薬局

　　○実務実習オリエンテーション　県薬研修室　（薬学生実務実習受入委員会）我喜屋常務理

　　　事、佐藤理事、仲真良重氏

 8火○琉球放送「すくすくあかちゃんねる」取材収録　会営薬局医療センター前　勝連貴子氏（出

　　　演者）、宮城常務理事、吉田典子氏（DI）、大城係長

 9水○社会保険診療報酬支払基金沖縄支部幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

10木○平成27年度一般用医薬品等担当者全国会議　フクラシア東京ステーション　（地域保健開

　　　局委員会）笠原理事、盛本直也氏

　　○会報取材　(株)琉薬　（広報委員会）石川理事、鈴木一徳、大城係長

　　○個別指導（2薬局）　那覇第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：宮城幸枝氏

　　○沖縄県医療事故調査等支援団体連絡協議会　沖縄県医師会館　亀谷会長、吉冨理事、大城係長

　　○平成27年度中部地区糖尿病標準治療推進委員会第4講義　中部地区医師会

　　○第13回沖縄県胸部疾患研究会　ザ・ナハテラス　共催：大塚製薬(株）

　　○在宅医療委員会　県薬会議室

11金○平成27年度第2回沖縄県自然環境保全審議会　県庁　宮城常務理事

　　○宮古地区学術講演会2015　沖縄県立宮古病院

12土○第6回沖縄抗HIV薬勉強会　沖縄県立南部医療センター・こども医療センター　共催：ヴィー

　　　ブヘルスケア(株）

　　○平成27年度第7回定例理事会　県薬研修室

15火○健康展（相談会12時半～）　イオン南風原イベント会場　担当：南部地区薬剤師会

　　○会長就任あいさつ（北部地区）　北部地区薬剤師会館　亀谷会長、山城課長

16水○沖縄県医師会医療事故調査制度に関する講習会　パシフィックホテル沖縄　吉冨理事、大

　　　城係長

　　○なごみ会主催県民健康フェア反省会　沖縄県医師会館　笠原理事、稲福係長

17木○豊見城中央病院理事長・院長訪問　豊見城中央病院　亀谷会長、江夏副会長、神村武之前

　　　会長、山城課長

　　○個別指導（2薬局）　県庁　吉田理事

　　○臨床薬剤師育成研修会　（株)ダイコー沖縄

18金○沖縄県薬業連合会代表者会議　沖縄都ホテル　亀谷会長、稲福係長

　　○便秘ケア学術講演会　ラグナガーデンホテル　共催：アボットジャパン(株）

23水○グッジョブにしはら☆わくわくワーク　西原町町民交流センター　伊差川サヤカ氏、宮城

　　　幸枝氏、上里美矢子氏、神谷朝斗志氏、宮本桂子氏、大城なつき氏、大城係長、事務局上

　　　原美也子
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沖縄県薬剤師連盟会務報告

平成27年8月

 8土○全国薬剤師フォーラム2015（9日迄）　クロスウェーブ船橋（千葉県）　石川総務、上原卓

　　　朗総務

12水○沖縄県薬剤師連盟全体会議並びに全国藤井もとゆき薬剤師後援会活動報告会　県薬ホール

31月○衆議院議員ミヤザキ政久激励の集い　ラグナガーデンホテル　吉田幹事長、山城（事務局）

平成27年9月    

 5土○衆議院議員ニシメ恒三郎国政報告・懇話会　パシフィックホテル沖縄　亀谷会長、吉田幹

　　　事長

16水○平成27年度日本薬剤師連盟臨時評議員会　スクワール麹町（東京都）　亀谷会長

24木○個別指導（2薬局）　那覇第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：宮城幸枝氏

　　○平成27年度新型インフルエンザ等対策訓練等に係る説明会　県庁　吉田理事、山城課長

　　○第2回沖縄県地域医療構想検討会議　県庁　亀谷会長

　　○第5回沖縄糖尿病最新治療コングレス　ザ・ナハテラス　共催：ノバルティスファーマ(株） 

26土○平成27年度第2回地区調整機構委員会　福岡県薬剤師会館　我喜屋常務理事

　　○九州山口地区薬剤師会薬局実務実習受入調整機関運営委員会　福岡県薬剤師会館　我喜屋

　　　常務理事

　　○平成27年度第1回地区薬剤師会会長会議　県薬研修室

27日○平成27年度医薬分業対策会議　県薬ホール

　　○ BLS講習会（初心者講習）　おきなわクリニカルシミュレーションセンター

28月○薬と健康の週間打ち合わせ会議　県薬務疾病対策課　稲福・大城両係長

　　○くすりと健康フェア打ち合わせ会議　那覇市パレット市民劇場　稲福・大城両係長

29火○会計監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局金城・前原

　　○沖縄県地域医療介護総合確保基金事業補助金について薬務疾病対策課訪問　県庁　亀谷会

　　　長、大城係長

＊＊＊ 表紙に掲載の写真『世界の薬局』を大募集！＊＊＊

　本会報誌おきなわ薬剤師会報の表紙は、『世界の薬局』シリーズとなっています。

　会員の皆様、海外へ行かれた際は是非その地の薬局を撮影して、本誌へご投稿下さい。

お知らせ
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一 包 一 話

　こんな小話がある。英語の授業である。I 

go to the Tokyo これを過去形にしなさい。

「ハイ、太郎君」「エエーッとアノー　I go 

to The EDO（江戸）です。」「エエー、迷答で

ある。」テレビでブラタモリという番組があ

る。あのタモリさんが、その博識と気さくな

人柄と軽快な話術であちらこちらを訪ね、そ

の地の歴史や自然・人情などを取り上げ、面

白く大変ためになると今、評判である。夕食

の時、このブラタモリを見ていると、今日は

埼玉県の川越であった。川越は江戸時代、北

陸・東北の多くの物資を川船で運ぶ拠点であ

り江戸を守る戦略上の重要な拠点でもあり、

譜代大名を城主に据えたという。川越の大

火があり焼け野が原になった時、3代将軍家

光がその復興に大いに力を入れたという。川

越の街並みは商家、倉屋の通りが江戸そっく

りに再建されたようである。人々はここを小

江戸と呼ぶようになったそうである。今日も

その景色、風情が残っているという。また娘

がここで暮しているので激励方々「We go to 

the 小江戸」とブラタモッてみようと話が決

まった。

“シルバーウィークの小さな旅”

　さて、シルバーウィークという嬉しい休日

に機上の人となる。旅から遠ざかっていると

東京へ行く。東京を通過するのは大いにスト

レスである。自販機で切符を買う。電車の乗

り継ぎ、ラッシュ時の人の波、ドギマギと立

ち往生の自分が目に浮び不安になる。そんな

思いで出発したのだが、ラッシュ時を避けた

ことと妻のやや手際のよいリードでスムーズ

に川越駅にたどり着いたのである。ホテルに

チェックインしてから駅の周りを散策する。

夜になって娘と合流して一番賑やかな商店街

を案内してもらう。駅から小江戸の方向へ伸

びるクレアモール、国際通りの2倍くらいの

距離で車は通らずデパートなど日常の買い物

のできる地元客のショッピングの町である。

観光客はここを通って小江戸へ向かうよう

だ。その夜は途中で引き返し駅前ビル内の寿

司屋で夕食を楽しんだ。久しぶりである。

　2日目には早朝から小江戸を目指す。昨夜

のクレアモールをトコトコと歩く。大勢の観

光客の群れに押されるように進んで行くと、

通りに熊野神社がある。あの熊野権現の八咫

鳥ともゆかりのある神社である。神世の時代
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に神武天皇が深い山奥で道に迷い難儀をして

いる時に八咫鳥が現れ道案内して難を救った

というから八咫鳥は希望と物事の達成の象徴

ということであるから、3本足の八咫鳥は日

本サッカー協会のシンボルマークになってい

る。この神社の入口には幅1ｍと長さ7ｍくら

いの突がった大小の小石を敷き詰めた道があ

る。靴を脱いでその上を歩くのである。足の

裏を突き上げる小石と全体重がかかると脆弱

な小生の足は痛い痛いと悲鳴をあげる。難行

苦行の難行ぐらいの体験かな？社殿に進んで

お参りしてから神社を通り抜けると、いよい

よ小江戸である。

　蔵造りの町並という通りは大きな道幅だ

が、倉や商家などが古い外観を保存しながら

特産物やお土産品を扱っているので観光客も

古い江戸風景の中で買い物を楽しんでいる気

分になるのだろう。路地に入ると、あえて改

築をせず古びた家が並ぶ。ガラッと戸が開い

てハッさん、熊さんが飛び出して来て「おい、

お前ら、何を見ていやがるんだ。」と巻き舌

で啖呵を切る。そんな思いがして来た。時を

告げる鐘の高い櫓
やぐら

が、言わば時計台であろう。

今でも鐘で時を知らせているという。内部は

テレビのブラタモリで見せてもらったので、

「あぁ、ここなんだ」としばし見上げていた

ものである。こんなに多数の人で溢れている

ので、お昼時が大変だろうから早めに食事を

しようと決めた。

　実は、出発前に薬剤師のC君が小江戸に行っ

たら、是非ここで芋三味を楽しんだらいいで

すよと調べてくれた「えぷろん亭」という店

がある。芋と言えばこちら川越は芋が名物で

芋のお菓子や芋料理等で芋を活かした町興し

をしているようだ。徳川12代将軍だったと思

うが、もしもの食物不作の時の政策だったの

であろう。川越地方に芋の栽培を奨励したも

のである。一大産地となったのである。「9里

より、うまい13里」という言葉がある。上級

の味覚である栗と芋の食感がやや似ている

芋であるが、栗を9里と当てて江戸から13里

（52km）離れた川越で採れて、芋が栗よりう

まいということであろう。「9里より、うまい

13里（芋）」なのである。そこで、“川越散歩

膳”を注文する。膳に9品の芋づくしである。

芋入りご御飯、芋入りごま味噌汁、芋かつ、

芋うま煮、川越芋カリー、フルーツ入りきん

とん、紫芋入りゆば、芋焼きそば、それは名

物と言われるまでに30年かかったというオリ

ジナルらしい。最後に芋アイスクリーでしめ

る。琉球に伝来した芋が薩摩を通り、遥か遠

い川越で食文化の花を咲かせているのは驚き

感心するところである。

　是非、行ってみたらと娘が勧めてくれた御

菓子屋横丁へ足を運ぶ。小さな案内看板の路

地へ入る。古い家並は江戸時代の横丁はこん

なもんだったかと思わせる風情である。ほと

んどは駄菓子屋さんであるが、古い道具類も

並んでいたり、漬物屋もある。前に進むと、

「武家屋敷の別邸で森鴎外も訪れて、ひとと

きを過ごした所です。見物は無料です。」呼

び込みをしているおじさんがいる。地域の文

化を紹介するボランティアだろう。屋敷に入

る。庭にしても、家の造りにしても豪華さは

全くない。もしかして貧之侍だったのだろう

か。別邸というから、いわくありの家だった

のか？それにしても目の前に時代劇のワン

カットを見るようだ。ノスタルジックな思い

である。ここは人気のスポットなのであろう。

家族連れ、ペア組など人が多過ぎる。店を覗

き込んだり、買い物でやたら立ち止まるので、

肩がぶつかりそうなのでなかなか進まないの

である。この様な光景を見てると、日本は何

と平和な素晴らしい国なんだと思う。

　しかし、70年前の悲惨な大戦は200万人以

上の生命を奪い、あらゆる物が破壊された。

このことを忘れてはならない、風化させては

ならない。悪夢は油断と無関心の世界に忍び

込むのである。今、世界では特にアフリカ中

東辺りで内戦、テロで人々にとって悲惨で明

日が無い状況である。これが現実である。悲

しいことである。こんな事を思いながら。帰

りの飛行機で日本の平和に感謝したものであ

る。楽しかった I go to the EDO （江戸）は

終わった。

橋の下
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誌上ギャラリー（裏表紙）について

編 集 後 記編 集 後 記

　ドイツのデュッセルドルフで開催されたFIP

に参加した。FIP会場では世界中の薬剤師が

集結しそれぞれの母国語が飛び交いとても賑

わっていた。日本からは数十名が参加したとい

う。日薬の国際委員の先生方は殆ど参加されて

いたし久しぶりに会った知人もいたので異国

にいても気後れすることはなかった。何よりも

心強かったのは英語＆ドイツ語が堪能な前濱

朋子副会長が一緒だったことだ。実はFIPの前

にイタリアに入り薬学に造詣のあるところを

訪ねた。ガイドブックには載っていないマイ

ナーでディープなポイントだ。それについては

別の機会に紹介するとしよう。日本を飛び出し

世界の薬剤師と触れ合うことはとても刺激に

なる。時間とお金を工面して一緒に行きましょ

う、世界へ。　　　　　　　　　　　（クララ）

　毎回、編集後記の趣旨から外れた内容を書い

ている気がするこの頃ですが…、今回もまた

外れます。先日、患者さんから連絡で薬袋に

見たことのない薬剤が入っているとの連絡が

入り、背中が冷たくなったことがありました。

しっかり監査をして渡しているはずなのに…、

と思いながらも何か入れ違えたのでは、という

考えが脳裏をよぎります。薬の名前も薬局で取

り扱いのある薬で、慌てて患者宅に訪問したの

ですが、実際は患者さんの家族の薬が患者本

人の薬袋に紛れ込んでいたことが原因でした。

こんな時、会報に紹介されていた薬局さんで

採用されていた天井にカメラを取り付けた管

理システムが実に羨ましい…、と思えるこの

頃です。　　　　　　　　　　　　　　　（松）

　　写真上 ：「九份の小路」photo by 伊差川 サヤカ（広報委員会・琉球大学医学部附属病院）撮影地：台湾

　　写真 下 ：「風に揺られて」photo by 鈴木 一徳（広報委員会・ハープ薬局） 撮影地：漫湖公園

　長年通い慣れた薬局を離れ、しばらくの間新

しい薬局に行く羽目になった。何もかもが新し

い薬局は古巣とは違って、清々しいものではあ

るが、医療事務までが実務経験まるで無しのピ

カピカの新人という、新しすぎる薬局である。

毎日毎日ハプニングの連続で、ハラハラドキド

キのストレス満載の日々で、これで確実に寿命

が数年縮んだ気がする。こう見えても遙か昔、

初めて調剤薬局をオープンしたときは、計算・

調剤・レセプト請求の一連の作業すべてを事務

はいないで薬剤師二人でやっていた時期があ

る。居残りはいつも私一人で頑張っていた。昔

は根性あったのだ。レセコンの導入でだんだん計

算も出来なくなったが、停電の時などは手計算で

やっていたものである。今では何もかもが複雑に

なっているので、一人でやることなど考えられな

いことではあるが、今回の事でベテランの医療事

務の、たくさんの仕事を難なくこなす手際の良さ

の有り難さを改めて思い知らされた。薬剤師だっ

てレセコン覚えなくてはと思うが･･･　 （ピアナ）

　ホウオウボクという木がある。赤い鮮やかな

花が咲く大きな木だ。以前、薬局の前にこの

木があり、観光客から「このきれいな花が咲

く木は何ですか？」とよく尋ねられたものだ。

青空によく映え南国ムードたっぷりの木だが、

葉っぱが細かくて落ちた葉や花を掃除するの

が大変であった。このホウオウボクの花がた

くさん咲く年は台風がよく来ると言い伝えが

ある。今年はたくさん咲いているではないか。

台風は去年より多く接近してると思う。今年

は掃除が大変だろうな…。　　　　（みつなり）
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　「かかりつけ薬局」がテレビでも語られるようになり、多くの人がそれって何？と思っていること

だろう。テレビでは、敷地内薬局について薬局利用者へのインタビューも入れながら紹介し、その後

引き続き「かかりつけ薬局」の活用について語られる。これで一般の人はどう薬局を理解するのだろ

うか。先月、日薬国際委員のM女史とデュッセルドルフ（ドイツ）で開催された第75回国際薬剤師・

薬学連合国際会議（FIP）に行ってきた。そこでは、現地で日本コミュニティーファーマシー協会主

催でドイツの薬局について沖縄でも講演いただいた、アッセンハイマー慶子先生のモーニングセミ

ナーを受けた。講義後、の話で、ドイツ薬剤師会（ABDA）が政治力を持って薬剤師の職能を守ってい

ることを感じた。が、ここで日本での選挙の話になるのは野暮というもの。ABDAと検索をかけるとド

イツ薬剤師会のホームページに飛ぶことができる。翻訳機能を使えばあっという間に日本語になる。

暇な時間、ちょっと覗いてみてみると、目からうろこ、きっと何か発見があるはず。　　　（ＴＯＭＯ）

　気温もだいぶ落ち着いて徐々に過ごしやす

くなってきたこの時期、子達の運動会シーズ

ン到来である。今年から初の小学校での運動

会！保育園の時とは違い、統率されてきちんと

こなしている姿を見て感心させられた。ただ、

面白いのはやはり保育園の運動会である。予

測不能のハプニングがあちこちで勃発し、会

場を盛り上げてくれる。勝負事に対する欲が

個別で全く違い、まだ幼い子供達それぞれの

個性が見られるのも楽しいポイントだ。ここ

で実は･･･別の勝負事が密かに執り行われてい

る。その勝負事とは･･･『当日の場所取り』で

ある。少しでも良い場所をとあらゆる手段で

挑む親の勢いは凄い！（別の意味で子供っぽ

い！？自分もだが･･･笑）いろいろあるが、毎

年このようにして子供の成長が見られるのは、

日常の原動力となり励みになる。　　　（ごり）

　「女房と畳は新しい方が良い」―高校生の頃、

故事を聞いてぎょっとしたことがある。調べて

みると、なんでも新しいものが良いんだよねっ

てことだった。薬学も日進月歩で、新しい薬が

多くの患者さんを救っている。反対に、妊娠中

や授乳中に使用する薬剤は、新しいものはデー

タがなくて困りものだ。歴史のある薬剤の方

がデータは多いので、相談にのる方としては

提案や情報提供をしやすかったりする。先日、

病薬の妊婦・授乳婦薬物療法認定薬剤師の認

定を受けることができた。今後はこの認定を

活かして沖縄の妊婦・授乳婦の薬物治療に貢

献出来たらなと思っている。　　　　（いさ吉）
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